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　秋田北鷹高等学校は、平成23年４月に県北地域

では最大規模の高校として開校し、市民の注目を

集めるなか、地域の活性化に貢献。部活動でも優

秀な成績を残し、その名を全国に轟かせるなど

新たな歴史を築いた１期生252人が３月１日、学

び舎を巣立ちました。

新たな歴史を築いた

第１期北鷹生が卒業

新たな歴史を築いた

第１期北鷹生が卒業
～秋田北鷹高等学校卒業証書授与式～



◇
行
財
政
改
革
を
推
進
、
外
部
評
価
の
導
入

◇「
北
秋
田
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
定
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

◇
災
害
に
強
い
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入

◇
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
事
業
等
を
活
用
し
た
人
材
の
育
成

◇「
歳
入
に
見
合
っ
た
規
模
に
縮
小
す
る
」
歳
出
構
造
の
構
築

◇
経
常
経
費
削
減
と
施
設
の
見
直
し
、
売
却
可
能
な
遊
休
資
産
の
処
分

◇
新
電
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
効
率
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

◇
税
の
公
平
と
公
正
性
を
保
持
、
的
確
な
課
税
客
体
の
把
握
と
収
納
率
の

向
上

◇
市
民
歌
制
定
に
向
け
、
市
民
歌
制
定
検
討
委
員
会（
仮
称
）の
立
ち
上
げ

◇
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
向
け
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
基
本
計
画
」

の
策
定

◇
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
、
ご
み
減
量
化

◇
不
法
投
棄
の
監
視
や
啓
発

◇
空
間
放
射
線
量
の
測
定
実
施
、
市
民
へ
の
公
表

◇
交
通
事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
社
会
づ
く
り
の
推
進

◇
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
助
言
や
情
報
提
供
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止

◇
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◇「
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
見
直
し

◇
住
民
参
加
型
防
災
訓
練
の
実
施
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
と
定
着

◇
救
急
救
命
士
の
増
員
養
成
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
普
及

◇
外
国
人
住
民
事
務
に
係
る
手
続
の
簡
素
化

◇「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

◇
小
学
生
の
医
療
費
に
つ
い
て
完
全
無
料
化

◇
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
外
来
の
自
己
負
担
額
を
上
限
１
０
０
０
円
に

◇「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り

◇
児
童
虐
待
の
防
止
、
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
虐
待
の
早
期
発
見

◇
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
相
談
や
就
労
支
援
等
、
自
立
に
向
け
た
支
援

◇
改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
相
談
支
援
体
制
の
充
実

◇
高
齢
者
に
対
す
る
行
政
と
地
域
の
協
働
支
援
体
制
づ
く
り

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◇
特
定
健
診
受
診
率
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上

◇
土
曜
日
及
び
夜
間
健
診
も
含
め
た
集
団
検
診

◇
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
の
充
実
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

意
識
の
高
揚

◇
介
護
予
防
事
業
の
実
施
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

◇「
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
よ
る
自
殺
予
防

◇
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
３
種
類
の
全
額
費

用
助
成

◇
市
民
病
院
の
未
稼
働
病
棟
稼
働
に
向
け
た
常
勤
医
師
の
確
保

◇
市
民
病
院
の
利
便
性
向
上
、
院
外
薬
局
の
市
民
病
院
玄
関
前
誘
致

◇
訪
問
看
護
事
業
所
の
整
備
、
在
宅
看
護
体
制
の
強
化

◇「
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
核
に
医
療
機
関
等
の
連

携
強
化

◇
身
近
な
医
療
施
設
と
し
て
各
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◇
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
実
施

◇
南
鷹
巣
団
地
建
替
の
調
査
測
量
、
基
本
設
計
等
に
着
手

◇
既
存
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
･
改
善

◇
石
坂
大
渕
線
の
舗
装
補
修
工
事
、
前
山
橋
と
泉
流
橋
の
橋
梁
補
修
補
強

工
事

◇
大
町
〜
川
戸
沼
線
の
通
学
路
へ
の
歩
道
設
置
や
綴
子
家
の
下
線
の
隘

路
解
消

◇
公
共
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業

の
推
進

◇
未
加
入
世
帯
へ
の
啓
発
に
よ
る
水
洗
化
率
の
向
上

◇
老
朽
管
や
施
設
機
器
等
の
更
新
整
備
に
よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給

◇
農
家
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
農
家
の
加
入
促
進

◇
戦
略
作
目
の
普
及
拡
大
に
よ
る
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
確
立

◇
農
林
業
の
６
次
産
業
化
等
を
担
う
人
材
の
確
保
、
持
続
可
能
な
強
い
農

業
の
実
現

◇
良
質
で
安
全
、
市
場
性
の
高
い
北
秋
田
産
牛
の
生
産

◇
新
商
品
開
発
や
販
売
促
進
活
動
強
化
で
比
内
地
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
化
確
立

◇
圃
場
の
整
備
、
揚
水
機
・
水
路
等
の
改
修

◇「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
と
「
中
山
間
地
直
接
支
払

事
業
」
を
支
援

◇
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
及
び
民
有
林
整
備
事
業
の
推
進

◇
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
よ
る
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り

◇「
森
林
整
備
加
速
・
林
業
再
生
基
金
」
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐

◇
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
受
け
入
れ
態
勢
構
築

◇
秋
田
内
陸
線
・
奥
羽
北
線
沿
線
連
絡
協
議
会
を
活
用
し
、
広
域
的
な
観

光
推
進

◇
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
外
国
語
併
記
の
観
光
案
内
板
の
作
成

◇
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携
し
、
利
用
者
増
加
の
取
り
組
み

◇「
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
」
等
に
よ
る
雇
用
の
安
定
と
企

業
支
援

◇
企
業
誘
致
の
推
進
と
既
存
企
業
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

◇「
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
目
標
実
現

◇「
と
れ
た
て
村
」
の
活
用
、
売
れ
る
商
品
の
開
発
・
改
良
を
支
援

◇
珪
藻
土
の
利
活
用
、
商
品
化

◇
米
内
沢
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
完
成

◇
合
川
小
学
校
の
新
設
計
画
の
推
進

◇「
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
」
事
業
の
継
続

◇
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
使
用
率
の
増
加

◇
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
、
教
職
員
の
指

導
力
の
向
上
、
保
護
者
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

◇
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
た
い
と
き
に
学
べ
る
機
会
の
提
供

◇
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
よ
る
児
童
の
健
全
育
成

◇
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
存
と
継
承

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
早
期
登
録
を
推
進

◇
図
書
館
及
び
図
書
室
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
利
用
拡
大

◇
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会
の
実
施
、各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
充
実

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
支
援

◇
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
の
実
施

■
総
務
・
企
画
・
財
政
な
ど

■
農
林
業

■
観
光
・
商
工
業

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
福
祉

■
保
健
・
医
療

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係

▲

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
る
米
内
沢
小
学
校
の
改
築

平成24年度施政方針

　
地
域
経
済
の
低
迷
や
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
市
の
税
収
が
年
々
減
少
し
、
地
方
交
付
税

の
合
併
特
例
措
置
も
期
限
が
迫
り
、
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
歳
出
の
削
減
に
努
め
る
一
方
、
人
口
の
減
少
や
少
子

化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市
独
自
の
子
育
て
対
策
と
し
て
福
祉
医
療
の
拡
充
を
行

な
い
ま
す
。ま
た
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
と
財
政
の
健
全
化
」「
地
域
医
療
と
福
祉
の
充
実
」「
日

常
生
活
の
安
全
安
心
対
策
」「
産
業
の
活
性
化
」「
人
材
の
育
成
」
の
５
つ
の
基
本
政
策
を
検

証
し
な
が
ら
、
新
た
に
見
え
て
き
た
課
題
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
完
成
予
定
の
米
内
沢
小
学
校
に
は
、
市
内
の
学
校
で
初
め

て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
防
災
施
設
の
整
備
や
防
災
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
は
、Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
を
売
り
込
み
「
ま
た
来
た
い
」
と
心
か
ら
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

接
遇
の
質
の
向
上
な
ど
受
入
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
「
森
吉
山
ダ
ム
」
が
い
よ
い
よ
完
成
し
、「
森
吉
四
季
美
湖
」
は
奥
森

吉
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
新
た
な
賑
わ
い
創
出
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

森
吉
山
周
辺
整
備
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
を
、
県
と
協
働
で
検
討
し

ま
す
。

　
項
目
別
の
主
な
施
策
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲

森
吉
山
ダ
ム
が
完
成
し
、
奥
森

吉
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
新
た

な
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
る
森
吉

四
季
美
湖

▲

小
学
生
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

平
成
24
年
８
月
診
療
分
か
ら
、

完
全
無
料
化
を
実
施
予
定

平
成
24
年
度 

施
政
方
針

平
成
24
年
度 

施
政
方
針

見
本
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歳出

一般会計予算の内訳 平
成
24
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

歳入のその他の内訳
使用料及び手数料
自動車取得税交付金
財産収入
地方特例交付金
寄附金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
繰入金
繰越金

2億8万9千円
4271万3千円
3255万8千円
2511万1千円
1134万3千円
585万9千円
559万6千円
517万4千円
276万3千円
85万3千円

3億9668万1千円
1千円

歳出のその他の内訳
議会費
労働費 
諸支出金
災害復旧費
予備費 

1億8642万8千円
1億6409万4千円
6601万5千円
3121万5千円
5000万円

　
平
成
24
年
度
予
算
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
米
内
沢
小
学
校
建
設
事
業
や
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業
・
市
営
住
宅
整
備
事
業
の
ほ
か
、
福
祉
医
療
給
付
費
の

中
学
生
ま
で
の
拡
大
や
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
す
る
「
内
陸
線
利
用
高
校
生

定
期
券
購
入
補
助
金
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
」
な
ど
市
民
生
活

の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
施
策
に
重
点
を
お
い
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

今
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

主 な 事 業（一般会計）

平成24年度末各種基金残高見込額

残高見込額
28億5222万9千円
2億3091万1千円
2165万6千円
8万8千円

2749万2千円
320万円

24億3513万5千円
4億8784万3千円
4億2562万5千円
2億9927万6千円
8656万6千円
2804万7千円
3492万6千円
893万5千円
3734万4千円
1800万円

1061万4千円
70億788万7千円

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説
高齢者、障害者、児童福祉など福祉
全般の費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
学校、幼稚園、各種教育施設の整備
生涯学習、公民館などの費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
道路等の建設費用
ゴミ処理、基本健診などの費用
農林業等の費用
消防防災などの費用
商工業振興などの費用

民 生 費

公 債 費
教 育 費

総 務 費
土 木 費
衛 生 費
農林水産費
消 防 費
商 工 費

広報広聴費
事業評価等支援事業
自治振興費
生活バス路線運行維持事業
秋田内陸線運営事業
電算システム運用費
交通安全対策費
防犯対策費
社会福祉協議会補助金
国民健康保険特別会計繰出金
介護保険特別会計繰出金
介護サービス事業特別会計繰出金
障害者福祉費
福祉医療給付事業費
後期高齢者医療特別会計繰出金
児童措置費
児童福祉施設費
児童館費
生活保護費
保健事業費
予防費
母子保健事業費

北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合負担金
浄化槽設置事業費
特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金
塵芥処理費
北秋田市周辺衛生施設組合負担金
クリーンリサイクルセンター費
簡易水道特別会計繰出金
退職手当負担金（北秋田市上小阿仁村病院組合清算）
北秋田市民病院負担金
国民健康保険合川診療所特別会計繰出金
阿仁診療所特別会計繰出金
米内沢診療所特別会計繰出金
地域医療連携センター事業補助金
緊急雇用創出事業
中山間地域等直接支払交付金事業
あきたを元気に！農業夢プラン実現事業
農業集落排水事業特別会計繰出金
林道整備事業
地域振興事業補助金
企業誘致対策費
森吉山スキー場開発対策費
道路維持費

道路新設改良費
橋りょう新設改良費
公営住宅整備事業
住宅リフォーム緊急支援事業補助金
下水道事業特別会計繰出金
外国青年招致事業
学童研修センター運営費
小学校費
中学校費
幼稚園費
公民館費
図書館費
児童育成費（放課後児童クラブ等）
保健体育費
農林水産業施設災害復旧費
公共土木施設災害復旧費

16,477
10,000
73,957
71,462
99,180
87,574
13,671
10,390
45,000
236,537
753,349
112,457
752,194
305,752
151,262
936,409
596,738
21,721
664,518
87,325
54,619
30,638

77,623
23,692
16,175
125,589
106,281
250,783
170,305
300,000
528,787
24,132
55,568
59,789
21,709
112,222
21,999
24,082
194,759
15,078
13,000
18,474
19,117
587,055

57,965
214,923
140,693
60,000
572,509
22,330
15,768

1,034,246
210,383
24,118
129,371
31,333
64,891
472,391
20,144
11,071

単位：千円

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
森吉山環境保全管理基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
簡易水道事業減債基金
農業集落排水事業債償還基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金

合　　計

歳入

その他
7億2874万1千円
（3.7%）

分担金及び負担金
3億8910万8千円
（2.0%）

地方譲与税
2億7060万8千円
（1.4%）

国庫支出金
17億9175万5千円
（9.2%）

市債
17億2720万円
（8.8%）

諸収入
5億8948万2千円
（3.0%）

県支出金
13億2169万1千円
（6.8%）

市税  
28億5301万

3千円
（14.6%）

地方交付税
95億

2327万
5千円

（48.7%）

地方消費税交付金
3億4733万4千円
（1.8%）

衛生費
22億775万3千円
（11.3%）

総務費
18億9677万5千円
（9.7%）

消防費
9億2586万5千円
（4.7%）

土木費
18億4727万8千円
（9.5%）

農林水産業費
7億8371万2千円
（4.0%）

商工費
5億371万6千円
（2.6%）

その他
4億9775万2千円
（2.5%）

公債費 
27億610万

5千円
（13.9%）

民生費  
56億5697万 

8千円 
  （28.9%）

教育費 
25億1627万

3千円
（12.9%）

◆水道事業会計、病院事業会計を除く。

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

19,542,207
4,201,857
232,689
5,097,057
131,727
1,018,432
400,749
1,553,051
24,577
437,629
234,357
232,696
1,456
2,915
12,952

2
1,512
38,849
16,395
11,823
4,045

13,654,770
33,196,977

20,749,207
4,113,783
229,208
4,616,004
131,186
828,942
410,801
1,537,762
25,186
408,723
216,186
257,821
1,007
3,014
1,340

2
851
8,143
28,302
1,587
651

12,820,499
33,569,706

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

△ 5.8
2.1
1.5
10.4
0.4
22.9
△ 2.4
1.0

△ 2.4
7.1
8.4

△ 9.7
44.6
△ 3.3
866.6
0.0
77.7
377.1
△ 42.1
645.0
521.4
6.5

△ 1.1

一 般 会 計

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

財
　
　
　
産
　
　
　
区

区 　 　 　 分 24年度予算額 23年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率％

22,138,777
4,259,992
230,643
4,735,101
131,186
864,869
401,233
1,529,243
25,186
410,947
232,202
510,347
1,757
3,014
1,340

2
851
8,385
27,208
1,648
651

13,375,805
35,514,582

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△ 11.7
△ 1.4
0.9
7.6
0.4
17.8
△ 0.1
1.6

△ 2.4
6.5
0.9

△ 54.4
△ 17.1
△ 3.3
866.6
0.0
77.7
363.3
△ 39.7
617.4
521.4
2.1

△ 6.5

一
般
会
計
予
算
額
は 

１
９
５
億
４
２
２
０
万
７
千
円
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▲津谷市長に受賞を報告する金消防士（右）
と杉渕消防長（中）

金消防士が優秀賞 ●第35回消防職員意見発表秋田県大会

●合川のお雛まつり

▲古くから合川地区に伝わる雛人形を鑑賞
する来館者の皆さん

訪れた人の目を楽しませる 

▲多くの家族連れで賑わった第32回県民
歩くスキーのつどい

広大な雪原を家族で楽しむ ●第32回県民歩くスキーのつどい

▲阿仁中学校では卒業生29人が学び舎を
あとにしました

思い出と希望を胸に ●市内の中学校で卒業式

●いのちのコンサート

▲朗読ボラティア「やまびこ」の皆さんが
被災地の子どもたちの思いを伝える

一人のいのちは、みんなのいのち

▲津谷市長に「生涯スポーツ賞」の受賞を
報告する伊藤さん

伊藤敬悦さんが生涯スポーツ賞 ●秋田県スポーツ賞受賞報告
　
第
32
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
２

月
26
日
、
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
幼
児
か
ら
80
代
ま
で
約

３
２
０
人
の
参
加
者
が
、
広
大
な
雪
原
を
歩

く
ス
キ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
野
山
を
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
す
る
「
歩

く
ス
キ
ー
」
は
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

雪
景
色
を
丸
ご
と
楽
し
め
る
の
が
魅
力
。
親

と
子
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
冬
季
の
体
力

づ
く
り
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
年
々

人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
地
元
・
桃
栄
集
落
の
皆
さ
ん
が

豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
後

に
は
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
豚
汁
が
参
加

者
全
員
に
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
特
産
品
な

ど
の
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
楽
し
み
ま
し

た
。

　
第
35
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
北
秋
田
市
消
防
署
阿

仁
分
署
の
金
誠
治
消
防
士
（
24
歳
）
が
２
月

22
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
２
月
17
日
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
消
防
本
部
代
表
者
13
人
が
体
験
や
提
言

を
発
表
。
金
消
防
士
は
、
救
急
現
場
の
状
況

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」の
全
世
帯
・
全
住
民
へ
の
導
入
を
提
案
し
、

「
あ
な
た
自
身
の
情
報
が
、
あ
な
た
自
身
を

守
る
の
で
す
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
発
表
に
な

っ
た
提
案
な
ど
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
の
た
め
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
な
ど
と

述
べ
な
が
ら
祝
福
し
ま
し
た
。

　
合
川
の
お
雛
ま
つ
り
が
２
月
25
・
26
日
、

平
川
旅
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域
に
伝
わ
る
雛

人
形
が
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
雛
ま
つ
り
に
ち
な
み
、地
域
に
伝
わ
る
雛
人

形
な
ど
を
展
示
し
、合
川
の
魅
力
を
紹
介
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
合
川
駅

前
地
域
活
性
化
協
議
会
と
合
川
駅
前
自
治
会

の
主
催
で
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
と
な
っ
た
平
川
旅
館
に
は
、
桜
井
巌

さ
ん
（
下
杉
）
の
「
平
兵
衛
資
料
館
」
所
蔵

の
江
戸
時
代
の
雛
人
形
を
は
じ
め
、
お
め
で

た
い
席
で
使
わ
れ
た
食
器
や
着
物
が
飾
ら
れ

ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど

た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
甘
酒
や
お
茶
の
お

も
て
な
し
を
受
け
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
興

味
深
く
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た
伊
藤
敬
悦
さ
ん

（
84
歳
・
あ
け
ぼ
の
町
）
が
３
月
８
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
鷹
巣
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
、
北
秋
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の

事
務
局
・
副
会
長
・
会
長
を
歴
任
し
、
競
技

の
普
及
拡
大
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
協
会
の

組
織
の
拡
充
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
健
康
の
た

め
の
適
度
な
運
動
が
で
き
る
こ
と
と
、
何
よ

り
も
み
ん
な
が
笑
い
、
語
り
合
え
る
場
を
作

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
多
く
の
方
々
の
た

め
に
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
お
祝

い
と
今
後
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
校
４
校
で
３
月
10
日
、
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
と
希
望
を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
業
生
は
鷹
巣
中
学
校
が
１
１
２

人
、
鷹
巣
南
中
48
人
、
合
川
中
50
人
、
森
吉

中
53
人
、
阿
仁
中
29
人
の
計
２
９
２
人
。

　
こ
の
う
ち
阿
仁
中
学
校
（
生
徒
数
73
人
）

で
は
、
山
岡
満
校
長
が
一
人
一
人
に
卒
業
証

書
を
授
与
し
、「
阿
仁
中
学
校
の
同
級
生
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
友
だ
ち
を

作
り
、
困
難
に
負
け
な
い
強
く
柔
軟
な
心
と
、

他
の
人
に
対
す
る
優
し
い
広
い
心
を
育
ん
で

い
く
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
式

辞
。
最
後
に
卒
業
生
全
員
が
正
面
に
整
列
し
、

３
年
間
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
を
述
べ
、
在

校
生
と
と
も
に
「
卒
業
の
歌
」
を
心
一
つ
に

し
て
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
れ
も
ん

の
会
」
主
催
の
『
い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
３
月
11
日
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
が
来
場
し
、
命
の
尊
さ
を
改
め
て
考

え
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
民
の
連
携
に
よ
り
自

殺
の
な
い
地
域
づ
く
り
と
、
昨
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
り
、
命
の

尊
さ
、
故
郷
の
大
切
さ
を
市
民
の
人
た
ち
と

考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
精

神
科
医
の
藤
本
佳
史
氏
が
講
演
と
母
の
死
か

ら
自
分
の
気
持
ち
を
詩
に
し
た
曲
を
ギ
タ
ー

を
弾
き
な
が
ら
歌
い
上
げ
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
出
演

者
が
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
朗
読

し
た
ほ
か
、
多
く
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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平成２３年度北秋田市スポーツ賞

特別栄光賞を受賞する佐藤葵さん

　
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
光
弘
会
長
）
が
主
催
す
る
平
成
23

年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
３
月
３
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
29
団
体
２
１
８
人
が
特
別
栄
光
賞
、

栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

た
だ
お

平成２３年度北秋田市スポーツ賞

　
式
典
に
は
、
受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど

約
２
０
０
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
、
長
き

に
わ
た
り
団
体
の
強
化
育
成
に
あ
た
ら
れ

た
金
忠
雄
さ
ん
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ほ
か
、

各
選
手
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
拍
手
と

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
成
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
皆
さ
ん
は

県
大
会
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会
、
海
外

遠
征
な
ど
活
躍
の
場
を
広
げ
ら
れ
、
北
秋

田
市
の
栄
誉
と
伝
統
に
一
層
の
輝
き
を
添

え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
困
難
に
見
舞
わ

れ
た
人
た
ち
を
救
う
力
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
北
の
被
災
地
の
復
興
を
願

い
な
が
ら
北
秋
田
市
全
体
の
活
力
を
高
め
、

絆
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
ま
す
」な
ど
と
受
賞
者
を
讃
え
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
功
労
賞
（
個
人
）

金
忠
雄
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
）
森
吉
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
協
会
設
立
に
寄
与
し
、
森
吉
協
会
・
北

◆
特
別
栄
光
賞
（
団
体
の
部
）

長
岐
大
嗣
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
特
別

支
援
学
校
体
育
連
盟
）＝
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会 

お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技 

男
子
の
部 

優
勝

◆
栄
光
賞
（
個
人
の
部
）

成
田
萌
（
陸
上
競
技
・
綴
子
小
学
校
）　
佐

藤
武
揚（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ・合
川
東
小
学
校
）

三
上
優
香
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
中
学
校
）　

堀
部
亘
世
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
南
中
学
校
）

長
岐
拓（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ・秋
田
北
鷹
高
校
）

伊
藤
真
（
同
）
佐
藤
春
日
（
同
）
佐
藤
秀

貴
（
同
）
柴
田
永
未
（
同
）
三
澤
正
志
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
佐

藤
新
悦
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）
笹
渕
文
也
（
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
・
卓
球
協
会
）木
村
壮
志（
ス
キ
ー
・

合
川
中
学
校
）出
川
吉
弘（
ス
キ
ー・ス
キ
ー

連
盟
）
髙
橋
冨
美
雄
（
同
）

◆
栄
光
賞
（
団
体
の
部
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
男
子
駅
伝
）

（
伊
藤
篤
也　
松
尾
祐
希　
津
谷
拓
磨 　

 

長
谷
川
海
斗　
松
尾
淳
之
介　
三
沢
悠

 

也　
佐
藤
慎
太
郎　
三
澤
和
季　
畠
山

 

卓
士
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
駅
伝
）

（
成
田
利
奈　
小
笠
原
朋
香　
桜
庭
沙
耶
香 

 

村
上
史
帆　
三
上
優
香　
畠
山
蛍　
神
山

 

渚　
成
田
悠
花　
仲
居
優
）

秋
田
北
鷹
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

（
柴
田
永
未　
佐
藤
秀
貴　
簾
内
長
仁　

 
 

長
岐
拓　
伊
藤
真
）

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
川
村
雄
太　
三
輪
幸
成　
原
田
秋
宏
）

秋
田
北
鷹
高
校
弓
道
部

（
原
田
基　
疋
田
侑
平　
浅
村
晃
生　
船

 

木
志
暮
）

能
代
高
校
軟
式
野
球
部

（
野
呂
一
真
）

由
利
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
宮
腰
泉　
藤
原
聡
子
）　　

雄
物
川
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
畠
山
光
大
）

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
男
子
リ
レ
ー
）

（
川
畑
哲
人　
齊
藤
海　
山
崎
鳳
雅　
櫻
庭

 

寿
文
）

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

（
中
嶋
愛
莉　
梅
田
香
寿
美　
嶋
村
奈
津
美
）

大
館
鳳
鳴
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
近
藤
広
康　
清
水
悠
功
）

合
川
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
女
子
リ
レ
ー
）

（
長
田
ま
り
あ　
藤
田
菜
々
瀬　
土
濃
塚

 

世
奈
）

◆
奨
励
賞
（
個
人
の
部
）

藤
田
正
由
加
（
陸
上
競
技
・
綴
子
小
学
校
）

新
屋
翔
（
相
撲
・
大
阿
仁
小
学
校
）
柴
田

敏
（
同
）
長
崎
す
み
れ
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）
長
崎
昇
子
（
同
）

長
崎
東
子
（
同
）
成
田
美
鈴
（
陸
上
競
技
・

鷹
巣
中
学
校
）
三
澤
和
季
（
同
）
松
尾
淳

之
介
（
同
）
小
笠
原
朋
香
（
同
）
桜
庭
沙

耶
香（
同
）松
尾
祐
希（
同
）津
谷
拓
磨（
同
）

成
田
み
か
る
（
同
）
成
田
利
奈
（
同
）
村

上
史
帆
（
同
）
細
田
辰
巳
（
同
）
桜
庭
和

矢
（
野
球
・
鷹
巣
中
学
校
）
鈴
木
祐
貴
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
中
学
校
）畠
山
晶（
同
）

佐
藤
大
星
（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
中
学
校
）
長

谷
川
海
斗（
同
）中
田
紫
乃（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
鷹
巣
南
中
学
校
）
柴
田
有
紀
（
同
）

田
所
駿
也
（
柔
道
・
合
川
中
学
校
）
長
田

治
親
（
同
）
小
野
小
雪
（
陸
上
競
技
・
合

川
中
学
校
）藤
田
菜
々
瀬（
同
）若
松
裕（
柔

道
・
森
吉
中
学
校
）
鈴
木
紗
月
（
ス
キ
ー
・

森
吉
中
学
校
）
田
﨑
里
花
子
（
同
）
戸
嶋

旭（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中
学
校
）鎌
田
偉
大（
陸

上
競
技
・
阿
仁
中
学
校
）
原
田
秋
宏
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
・
秋
田
北
鷹
高
校
）
庄
司
幸

太
（
同
）
高
木
洸
太
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

秋
田
北
鷹
高
校
）野
村
進
一（
陸
上
競
技
・

秋
田
北
鷹
高
校
）
日
下
部
祥
太
（
同
）
奥

山
香
菜
（
同
）
畠
山
奈
桜
（
同
）
藤
田
彩

花
（
同
）
畠
山
大
夢
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

秋
田
北
鷹
高
校
）
高
谷
朗
（
同
）
吉
田
椋

（
同
）
藤
岡
眞
也
（
陸
上
競
技
・
能
代
商

業
高
校
）
野
呂
博
昭
（
陸
上
競
技
・
秋
田

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
加
藤
運
寿

（
同
）
石
山
和
也
（
同
）
佐
藤
昭
平
（
同
）

糸
井
春
夫
（
同
）
佐
藤
義
孝
（
同
）
斎
藤

奈
奈
恵
（
同
）
大
塚
秀
一
（
同
）
畠
山
暢

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
北
欧
の
杜
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
）
渡
辺
チ
ト
セ
（
同
）
門
馬
幸

男（
同
）庄
司
ヨ
シ
子（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
・
森
吉
Ｔ・
Ｂ・
Ｃ
協
会
）
福
田

幸
作
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
・
市
卓
球
協
会
）

伊
藤
一
男
（
ス
キ
ー
・
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
）
田
中
巴
（
ス
キ
ー
・
秋
田
北
鷹
高
校
）

成
田
金
正
（
ス
キ
ー
・
市
ス
キ
ー
連
盟
）

長
谷
川
正
一
（
同
）

◆
奨
励
賞
（
団
体
の
部
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部（
女
子
リ
レ
ー
）

（
長
崎
夏
帆　
成
田
美
鈴　
仲
居
優　
宇

 

佐
美
花
恵　

高
橋
幹
奈　

畠
山
有
菜
）

鷹
巣
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
男
子
リ
レ
ー
）

（
長
谷
川
海
斗　
佐
藤
大
星　
中
嶋
大
輝

 

亀
山
侑
斗
）

鷹
巣
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
鈴
木
祐
貴　
津
谷
港　
畠
山
晶　
鈴
木

 

恭
志
郎　
長
谷
川
謙
太　
佐
藤
築　
成

 

田
基
武　
成
田
大
河　
五
代
儀
莉
玖

 

加
賀
大
輔　

鈴
木
達
矢　

佐
藤
俊
）

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
武
石
新
太
郎　
佐
藤
海
人　
岩
間
一
博

 

吉
田
賢
司　
金
井
京
太
郎　
西
根
一
輝

 

庄
司
隆
之　
山
岡
将
太
）

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
リ
レ
ー
）

（
戸
澤
甚
太　

松
橋
瑞
樹　

土
濃
塚
拓
）

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
桜
庭
健
有　
畠
山
義
也　
九
嶋
光
希

 

渡
部
達
貴　
戸
澤
渓
太　
渡
辺
翔
也

 

中
野
光
優　

渡
辺
浩
二
）

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
弓
道
部

（
山
崎
仁
徳　
高
坂
享
佑　
田
中
駿
太

 

亀
山
航　
庄
司
久
浩
）

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
高
橋
佳
那
子　
清
水
香
織　
鈴
木
彩
音

 

畠
山
陽
歩　
近
藤
真
美
子　
西
根
里
奈

 

長
岐
悠　
柴
田
華
奈　
高
橋
優
衣　
津

 

谷
雪
乃　

吉
田
利
菜　

千
葉
麻
友
美
）

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

（
高
谷
朗　
畠
山
大
夢　
安
藤
大
紀　
村

 

形
嶺　
神
成
優
悟　
田
中
勇
大　
藤
岡 

 

俊
明
）

大
館
鳳
鳴
高
校
男
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

（
中
嶋
健
太　
松
尾
陸　
吉
田
椋　
杉
渕

 

秀
孝
）

能
代
高
校
男
子
柔
道
部

（
齋
藤
将
太
）

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
綴
子
Ｂ

（
吉
岡
清
治　
岩
谷
昭
彦　
佐
藤
富
子
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
）

（
仲
居
優
）

合
川
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
男
子
リ
レ
ー
）

（
杉
渕
英
祐　
髙
橋
幸
希　
三
浦
佑
斗
）

秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部（
女
子
リ
レ
ー
）

（
石
上
沙
也
花　
佐
藤
円
美
）

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
弓
道
部

（
畠
山
優
貴　
工
藤
彩
香　
疋
田
未
唯

 

鈴
木
布
由
子　
畠
山
由
香　
安
達
彩
美 

 

因
幡
萌
）

か
ず
ま

か
ず
き

じ
ゅ
ん
の
す
け

た
く
ま

み　
か　
こ

ゆ
う
き

あ
つ
や

や

か
い
とし

ん
た
ろ
う

た
く
や

た
く
と

さ　
や　
か

と
も
か

し
ょ
う
た

し　
ほ

な
が
ひ
と

り　
な

ひ
さ
み

ひ
で
た
か

た
い
ち

ゆ
う
か

ゆ
う
か

ゆ
う

な
ぎ
さ

だ
い
し

た
け
あ
き

の
ぶ
と

よ
し
ひ
ろ

あ
お
い

ふ　
み　
お

た
け
し

も
えゆ

う
か

し
ん
え
つ

ひ
ろ
し

ゆ
う ひ

で

し
ん

は
る
ひ

ぶ
ん
や

た
か

ひ
さ
み

ま
さ
し

ひ
ろ
し

し
ん

な
が
ひ
と

な　
つ　
み

ゆ
う
た

ゆ
き
な
り

あ
き
ひ
ろ

も
と
い

ゆ
う
へ
い

し
ぐ
れあ

い
り

ゆ
う
こ
う

か
ず
ま

こ
う
せ
い

せ　
な

い
ず
み

こ
う
だ
い

か　
す　
み

と
う
こ

ま　
ゆ　
か

し
ょ
う

び
ん

ひ
ろ
や
す

な　
な　
せ

み
す
ず

し
ょ
う
こ

か
ず
き

と
も
か

さ

や　
か

た
く
ま

ゆ
う
き

し　
ほ

た
つ
み

ゆ
う
き

し
ょ
う

た
い
せ
い

か
い
と

し　
の

は
る
ち
か

ゆ　
き

し
ゅ
ん
や

こ
ゆ
き

な　
な　
せ

ゆ
う

り　
か　
こ

さ
つ
き

あ
き
ひ
ろ

こ
う

あ
さ
ひ

こ
う
だ
い

こ
う
た

し
ん
い
ち

な　
お

た

し
ょ
う
た

か　
な

な　
な　
え

ひ
ろ
む

あ
や

か

あ
き
ら

ひ
ろ
あ
き

し
ん
や

か
ず
と
し

は
る
お

の
ぼ
る

ゆ
き

お

よ
し
た
か

か
ず
お

こ
う
さ
く

と
も
え

か
ね
ま
さ

し
ょ
う
い
ち

か　
ほ

み
す
ず

ゆ
う

か
え
で

か
ん
な

ゆ
う
な

ゆ
う
と か

い
と

た
い
せ
い

ゆ
う
き

み
な
と

た
い
き

け
ん
た

た
い
が

り　
く

し
ょ
うき

ず
く

き
ょ
う
し
ろ
う

も
と
む

だ
い
す
け

し
ゅ
ん

し
ん 

た 

ろ
う

か
い
と

か
ず
ひ
ろ

け
ん
じ

き
ょ
う
た
ろ
う

い
っ
き

し
ょ
う
た

た
か
ゆ
き

た
つ
や

じ
ん
た

み
ず
き

た
く

よ
し
な
り

け
ん
ゆ
う

た
つ
き

け
い
た

し
ょ
う
や

み
つ
ひ
ろ

こ
う
じ

わ
た
る

ひ
さ
ひ
ろ

し
ゅ
ん
た

じ
ん
と
く

き
ょ
う
す
け

ま　
ゆ　
み

か　
な　
こ

か
お
り

あ
や
ね

ゆ
う

か　
な

ゆ　
い

ゆ
き
の

あ
き
ら

だ
い
き

た
け
ひ
ろ

り
ょ
う

と
し
あ
き

ひ
ろ
む

け
ん
た

ひ
で
た
かし

ょ
う
た

り
く

り
ょ
う

き
よ
じ

あ
き
ひ
こ

と
み
こ

ゆ
う

え
い
す
け

こ
う
き

さ　
や　
か

ま
る
み

ゆ
う
と

ゆ　
き

あ
や
か

ゆ　
か

あ
や
み

栄
光
を
讃
え
更
な
る
飛
躍
を

栄
光
を
讃
え
更
な
る
飛
躍
を

秋
田
市
協
会
の
会
長
、
県
協
会
の
副
会
長
・

理
事
を
歴
任
し
て
組
織
の
普
及
強
化
に
貢
献

◆
特
別
栄
光
賞
（
個
人
の
部
）

佐
藤
葵
（
ス
キ
ー
・
阿
仁
中
学
校
）＝
全
日

本
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
女
子
フ
リ
ー 

優
勝

簾
内
長
仁
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
秋
田
北
鷹

高
校
）＝
２
０
１
１
年
度
フ
ェ
ン
シ
ン
グ　

カ
デ
男
女
フ
ル
ー
レ 

フ
ラ
ン
ス
遠
征
／
マ

ラ
ソ
ン
フ
ル
ー
レ
２
０
１
２
出
場

九
島
一
馬
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
東
北
高
校
）

＝
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技 

個
人
・
団
体 

優
勝

福
田
美
香
子
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
朝
日
大
学
）

＝
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
女
子
エ
ペ 

優

勝（
２
連
覇・個
人
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）／
全
日
本
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
団
体
戦
）
女
子

エ
ペ 

優
勝
メ
ン
バ
ー

加
賀
巧
哉
（
ス
キ
ー
・
秋
田
北
鷹
高
校
）＝

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合 

優
勝
／
Ｎ
Ｃ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

カ
ッ
プ
出
場
／
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
出
場　

齋
藤
翔
太
（
ス
キ
ー
・
秋
田
北
鷹
高
校
）＝

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
純
飛
躍

優
勝

佐
藤
太
一
（
ス
キ
ー
・
秋
田
北
鷹
高
校
）＝

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
男
子
10
㎞　
優
勝

　

も
え ふ　

ゆ　
こ

み　
ゆ

ゆ
う
ご り　

な

は
る
ほ

ま　
み　
こ

り　
な

み
つ
き

ひ
で
い
ち

か
ず
や

し
ょ
う
へ
い

り
ょ
う

や

り　
な

か
ず

じ
ゅ
ん

の
す
け

と
し
ふ
み

ふ
う
が

か
い

て
つ
と

さ
と
こ

ほ
た
る
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３月定例議会行政報告（その１） ３月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
24
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
２
日
に
開
会
、
３
月
15
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
上
程
さ
れ
た
各

議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
５
日
、
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
15
日
の
最
終

日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

　

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
今
冬
は
降
雪
量
が
多
く
、
12
月
30
日
に

は
「
北
秋
田
市
災
害
警
戒
部
」
を
、
１
月

30
日
に
は
午
前
８
時
時
点
の
積
雪
深
が
鷹

巣
１
２
１
㎝
、
米
内
沢
１
１
４
㎝
、
阿
仁

合
１
４
５
㎝
、
比
立
内
１
６
８
㎝
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

平
成
17
年
12
月
28
日
以
来
と
な
る
「
北
秋

田
市
災
害
対
策
本
部
（
雪
害
）」
を
設
置
し
、

民
生
児
童
委
員
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
高

齢
者
世
帯
等
の
訪
問
・
間
口
除
雪
、
雪
の

事
故
防
止
啓
発
、
雪
害
発
生
状
況
の
把
握

等
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
合
格
者
採
用
辞
退
に
伴
う
今
年
度
２
回

目
の
職
員
採
用
試
験
（
初
級
消
防
吏
員
）

に
つ
い
て
は
、
31
人
の
応
募
が
あ
り
、
２

月
４
日
に
試
験
を
実
施
し
、
２
月
16
日
に

合
格
者
２
人
を
告
示
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
平
成
22
年
国
勢
調
査
の「
小
地
域
集
計
」

が
１
月
31
日
に
公
表
さ
れ
、
町
名
や
字
な

ど
調
査
区
ご
と
の
男
女
別
人
口
、
世
帯
数

を
、
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
勢
要
覧
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
の
数
値

等
を
更
新
し
な
が
ら
増
刷
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
写
真
等
を
含
め
ペ
ー
ジ
構
成

を
一
新
し
て
い
ま
す
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
時
刻
改
正
に
合
わ
せ
た

内
陸
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
概
要
が
２
月
17
日

に
発
表
さ
れ
、Ｊ
Ｒ
列
車
接
続
の
た
め
朝

夕
の
通
勤
通
学
時
間
帯
の
列
車
時
刻
が
改

正
さ
れ
る
ほ
か
、
経
営
改
善
の
一
環
と
し

て
利
用
者
の
少
な
い
列
車
の
廃
止
や
急
行

列
車
の
時
間
帯
と
編
成
の
見
直
し
（
単
車

化
）
が
行
わ
れ
ま
す
。　

　
ま
た
、
内
陸
線
で
通
学
す
る
高
校
生
や

保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
朝
の
通
学
列

車
の
２
両
化
（
増
結
）
は
、
阿
仁
合
駅
６

時
41
分
発
の
列
車
が
２
両
運
行
さ
れ
る
予

定
で
、
運
行
時
間
の
調
整
と
合
わ
せ
通
学

利
用
の
利
便
性
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

 

　

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
23
年
11
月
16
日
〜
平
成
24
年
２
月

10
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０

万
円
以
上
）
は
25
件
、
契
約
額
は
３
億
２

１
２
５
万
４
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
24
年
１
月
末
現
在
の
市
税
等
の
収

入
状
況
は
、
収
入
済
額
31
億
７
３
９
５
万

５
千
円
で
80
・
75
％
の
収
納
率
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
空
間
放
射
線
量
の
測
定
は
、
１
月
26
日

か
ら
「
北
秋
田
市
環
境
放
射
線
量
測
定
実

施
要
領
」
に
基
づ
き
測
定
を
開
始
し
、
測

定
の
結
果
は
、
秋
田
県
内
の
通
常
レ
ベ
ル

の
範
囲
内
で
す
。
測
定
数
値
は
市
庁
舎
本

庁
、
各
庁
舎
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
７
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導

隊
連
合
会
の
安
全
祈
願
式
及
び
観
閲
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
２

月
20
日
に
23
年
度
に
採
択
さ
れ
た
３
団
体

と
事
業
報
告
会
を
開
催
し
、
意
見
等
を
平

成
24
年
度
事
業
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
平

成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
１
月
末
ま
で

の
ご
み
搬
入
実
績
は
、
１
万
４
４
２
㌧（
内

北
秋
田
市
分
94
％
）
で
、
前
年
度
に
比
較

し
て
１
６
７
㌧
の
減
少
で
す
。
ま
た
、
市

内
及
び
上
小
阿
仁
村
の
小
学
校
13
校
２
８

６
人
、
一
般
２
団
体
23
人
が
施
設
見
学
に

訪
れ
、
ご
み
処
理
や
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
平
成
24
年
１
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、
３
万
６
５
１
５
人
で
、
内
訳
は
男

１
万
７
１
０
１
人
、
女
1
万
９
４
１
４
人
、

世
帯
数
は
1
万
４
４
７
４
世
帯
で
す
。

　
一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付
件

数
は
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
平
成
24
年
１

月
末
で
86
件
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
や
重
症
化
防
止
の
た
め
、
接
種
費

用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
医
療
機

関
で
３
月
末
ま
で
に
接
種
し
た
場
合
に
限

り
１
回
に
つ
き
１
５
０
０
円
を
接
種
回
数

分
補
助
し
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
事
業
は
、
平
成
23
年
12
月
末
現
在
で

介
護
給
付
２
０
１
人
、
訓
練
給
付
96
人
、

旧
法
施
設
支
援
５
人
、
自
立
支
援
医
療
５

８
７
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
生
活

支
援
事
業
は
、
日
常
生
活
用
具
88
人
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
２
人
、
日
中
一

時
支
援
35
人
の
利
用
で
す
。
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
１
月
末
現
在
の
延
べ
利

用
者
数
は
、
来
所
３
４
８
６
人
、
訪
問
９

０
８
人
、
電
話
相
談
１
３
８
８
人
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み
は
、

１
月
26
日
現
在
、
公
立
７
保
育
園
４
７
２

人
（
定
員
６
２
６
人
）、
私
立
４
保
育
園

３
７
８
人
（
定
員
３
６
０
人
）
の
申
込
み

が
あ
り
、
１
月
末
に
入
園
審
査
を
行
い
入

園
予
定
児
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
２
月
定
期
払
い
は
、
対
象

者
１
７
９
３
人
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所
の
整
備
は
、
12
月
27
日
、

市
役
所
に
お
い
て
福
祉
避
難
所
協
定
調
印

式
が
行
わ
れ
、
市
内
福
祉
法
人
等
８
団
体

の
福
祉
関
係
23
施
設
を
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
要
援
護
者
の
二
次
避
難
所
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
北

秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
･
第
5
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
は
、
高
齢
者
福

祉
･
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
で
第
４

期
計
画
の
評
価
･
分
析
、
住
民
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
等
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
や
入
所
待
機
者
数
な
ど
を
も
と
に
、

今
後
３
ヶ
年
の
給
付
費
及
び
必
要
介
護
保

険
料
額
を
見
込
み
、
２
月
７
日
に
市
長
に

答
申
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
今
議
会
に

条
例
改
正
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
本
年
度
は
１
３
４

４
世
帯
（
２
月
８
日
現
在
）
が
登
録
し
て

お
り
、
18
年
豪
雪
の
１
２
３
９
世
帯
を
上

回
る
登
録
数
で
す
。
12
月
か
ら
１
月
末
ま

で
の
作
業
実
績
で
は
、
利
用
が
あ
っ
た
世

帯
は
８
３
５
世
帯
、
延
利
用
回
数
は
８
９

４
３
件
で
す
。
作
業
額
は
２
８
９
８
万
１

８
２
５
円
、
扶
助
費
は
２
０
５
２
万
４
０

１
２
円
で
、
4
万
円
の
限
度
額
利
用
世
帯

は
１
６
５
世
帯
で
す
。

　
家
族
介
護
支
援
事
業
は
、
在
宅
介
護
者

交
流
会
を
今
年
度
は
市
内
３
箇
所
で
開
催
し
、

男
性
も
含
め
31
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

■
医
療
推
進
課

　
旧
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
か

ら
引
き
継
い
だ
医
療
過
誤
控
訴
は
、
平
成

23
年
12
月
21
日
仙
台
高
等
裁
判
所
に
お
い

て
判
決
が
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
１
審
同

様
訴
え
を
棄
却
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
、
上
告
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
平
成
24

年
１
月
５
日
を
も
っ
て
判
決
が
確
定
し
、

本
裁
判
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
病
院
と
最
寄
り
の
調
剤
薬

局
間
の
冬
期
に
お
け
る
患
者
輸
送
は
、
昨

年
度
同
様
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

車
両
運
行
を
し
て
い
だ
い
て
お
り
、
３
月

31
日
ま
で
運
行
予
定
で
す
。

■
診
療
所
関
係

　
12
月
末
ま
で
の
各
診
療
所
の
運
営
状
況

は
、
阿
仁
診
療
所
で
、
外
来
患
者
数
が
1

万
６
９
０
２
人
で
、
内
科
８
４
５
７
人
、

外
科
８
４
４
５
人
、
前
年
同
期
比
較
で
４

人
が
減
少
で
す
。
歯
科
の
外
来
患
者
数
は

３
０
１
３
人
で
、
前
年
同
期
比
較
で
96
人

の
減
少
で
す
。

　
米
内
沢
診
療
所
は
、
外
来
患
者
数
が
2

万
５
０
５
９
人
で
、
内
科
1
万
８
０
５
５

人
、
小
児
科
１
５
６
３
人
、
整
形
外
科
４

０
５
４
人
、
脳
血
管
外
科
１
１
７
６
人
、

心
臓
血
管
外
科
２
１
１
人
で
す
。

　
合
川
診
療
所
は
、
外
来
患
者
数
が
1
万

２
２
８
４
人
で
、
前
年
同
期
比
較
で
１
５

２
人
の
減
少
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
成
人
検
診
事
業
は
、
１
月
末
現
在
で
特

定
健
康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援
対

象
者
は
2
4
8
人
、
積
極
的
支
援
対
象
者

73
人
、
特
定
保
健
指
導
実
施
者
数
は
動
機

づ
け
19
人
、
積
極
的
支
援
８
人
の
合
わ
せ

て
27
人
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診

推
進
事
業（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
）の
受
診
は
、

乳
が
ん
２
７
７
人
、
子
宮
頸
が
ん
１
５
９

人
、
大
腸
が
ん
４
８
２
人
、
胃
が
ん
１
４

７
人
で
す
。
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
は
、
５
回
実
施
し
延
べ
参
加
者
は
98
人

で
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
は
、
す
こ

や
か
健
康
講
座
を
５
回
開
催
し
、
２
３
６

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
心
の
健
康
づ

く
り
・
自
殺
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
11

月
19
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
」
を

開
催
し
、
55
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
１

月
末
現
在
で
２
３
３
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、
１
月
末
現
在
で
６
７
１

１
人
が
接
種
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
費

用
の
一
部
及
び
全
額
公
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
数
が
１
月
末
で
１
６
１
人
、
母
体
健
康

増
進
事
業
と
し
て
妊
婦
健
診
受
診
券
も
併

せ
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
洗
口
事
業
は
、
１
月
末
現
在
で

小
学
生
１
３
７
２
人
、
中
学
生
６
４
２
人
、

保
育
園・幼
稚
園
児
２
０
４
人
の
実
施
で
す
。

　
献
血
実
施
状
況
は
、
１
月
末
現
在
で
成

分
献
血
43
人
、
全
血
献
血
６
６
５
人
で
す
。

▲生活習慣病予防事業で「高血圧」をテー
マに第5回すこやか健康講座が開催

▲市職員が除雪隊を編成し、高齢者宅など
の間口除雪を実施
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行
政
報
告
(2)

　
　
産
業
部
関
係
　

■
農
林
課

　
平
成
24
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量
は
、

県
か
ら
面
積
換
算
値
で
３
２
８
３
・
67 

ha

が
配
分
さ
れ
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
に
９
６
５
６

㌧
、Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
に
７
９
１
８
㌧
、

市
内
主
食
集
荷
商
業
者
に
１
２
５
㌧
を
配

分
方
針
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
以
降
発
生
の
ゲ
リ
ラ
的
集
中

豪
雨
農
業
災
害
１
２
０
箇
所
の
復
旧
事
業

は
、
昨
年
末
に
４
箇
所
が
完
成
、
現
在
63
箇

所
を
発
注
済
で
す
。
ま
た
、
今
冬
は
例
年
に

な
い
大
雪
と
な
り
、
園
芸
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
倒
壊
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ま
で
約
70

棟
の
被
害
が
発
生
し
、
復
旧
等
に
つ
い
て
県
、

関
係
機
関
等
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
森
林
整
備
計
画
の
変
更
は
、

公
告
縦
覧
を
終
え
関
係
機
関
と
協
議
中
で

す
。
ま
た
、
北
秋
田
市
木
材
利
用
促
進
基

本
方
針
を
年
度
内
に
策
定
予
定
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
間
伐
整
備

に
よ
り
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
増

進
さ
せ
、
増
加
分
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
す
る

J‐ 

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
に
つ
い
て
、
環
境
省
へ

の
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
中

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
の
予
定
で
す
。

　
林
道
災
害
復
旧
事
業
は
、
６
月
の
災
害

に
よ
る
２
路
線
２
箇
所
の
工
事
が
12
月
末

に
完
成
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　

12
月
13
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
「
第
４

回
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
か
れ
、
米
代
川
児
童
公
園
の
Ｓ
Ｌ
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
樹
木
の
電
飾
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
仮
装
パ
レ
ー
ド
な

ど
で
商
店
街
に
活
気
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
に
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と

首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
北

秋
田
市
で
操
業
す
る
企
業
の
親
会
社
10
社

の
参
加
が
あ
り
、
本
社
の
ト
ッ
プ
と
業
界

の
動
向
や
今
後
の
事
業
展
開
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
、
市
内
で
の
更
な
る

事
業
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
珪
藻

土
」
が
、
地
域
産
業
資
源
と
し
て
国
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
１
月
２
日
、
新
春
恒
例
「
大
太
鼓
叩
き

初
め
」
が
大
太
鼓
の
館
で
行
わ
れ
、
市
の

発
展
や
施
設
の
無
事
故
を
願
い
豪
快
な
太

鼓
の
音
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
森
吉
山
の
樹
氷
鑑
賞
が
１
月
７
日
か
ら

始
ま
り
、
大
勢
の
見
学
客
が
ア
オ
モ
リ
ト

ド
マ
ツ
の
樹
氷
群
と
大
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
７
日
・
８
日
に
、
高
津
森
ク
ロ
ス

　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
第
24
回
森
吉
山

ス
キ
ー
大
会
及
び
２
０
１
２
マ
ス
タ
ー
ズ

ス
キ
ー
大
会
が
、
２
月
25
日
・
26
日
に
、

第
24
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
、
第
13
回
森

吉
山
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
が
森
吉
山
阿
仁
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
参
加
者
の

も
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
・
12
日
に
、
第
18
回
鷹
巣
も

ち
っ
こ
市
が
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
、
特
設

テ
ン
ト
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
手
作
り
の

餅
や
各
種
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

２
月
10
日
現
在
で
補
助
金
交
付
決
定
数
４

０
８
件
、
交
付
決
定
額
５
９
６
６
万
７
千

千
円
で
す
。

■
建
設
課

　
除
雪
は
、
平
成
18
年
以
来
の
豪
雪
と
な

り
、
早
朝
一
斉
出
動
回
数
は
、
１
月
の
段

階
で
１
１
３
回
と 

昨
年
度
の
96
回
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
地
域
活
性
化
交
付
金（
き
め
細
か
な
）

事
業
は
、
道
路
・
側
溝
・
舗
装
等
維
持
工

事
の
天
甫
通
〜
横
町
線
ほ
か
８
路
線
９
件

を
発
注
し
、
大
町
〜
西
中
岱
線
ほ
か
５
路

線
６
件
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
業
は
、
馬
屋
沢
川
ほ
か
５

河
川
16
件
、
綴
子
〜
小
田
線
ほ
か
４
路
線

７
件
を
発
注
し
、
早
期
完
成
に
向
け
て
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
綴
子
地
区
簡
易
水

道
配
水
池
増
設
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
地
す
べ
り
の
発
生
に
よ
り
平
成
14
年
か

ら
休
止
し
て
い
た
小
又
地
区
（
迂
途
坂
、

冷
水
、
長
坂
）
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

12
月
２
日
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
こ

の
地
区
に
お
け
る
生
活
排
水
処
理
は
農
業

集
落
排
水
事
業
か
ら
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
と
す
る
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
工
事
の
発

注
状
況
は
、
鷹
巣
処
理
区
に
お
い
て
綴
子

字
田
中
及
び
佐
戸
岱
地
内
で
面
整
備
工
事

２
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業（
阿
仁

地
区
市
町
村
設
置
型
）は
、
阿
仁
萱
草
地
内

に
５
人
槽
２
基
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田

県
本
部
か
ら
の
高
規
格
救
急
自
動
車
が
12

月
27
日
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
１
月
23
日

に
運
航
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日

現
在
、
当
市
内
に
は
、
追
加
指
定
箇
所
を

含
め
38
箇
所
が
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
下
半
期（
７
月
か
ら
12
月
）の
管
内

の
火
災
発
生
は
、建
物
火
災
９
件
、車
両
火

災
１
件
、そ
の
他
火
災
２
件
で
、建
物
火
災

で
は
住
家
２
棟
が
全
焼
し
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
は
３
人
で
す
。同
期
間
の
救
急
出
場

は
７
６
４
件
で
、救
助
出
場
は
40
件
で
す
。

■
非
常
備
消
防

　
市
消
防
出
初
式
は
、１
月
４
日
、森
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
防
団
員
、
婦

人
隊
、消
防
関
係
車
輌
等
の
分
列
行
進
が
始

ま
り
、
観
閲
を
経
て
、
森
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
22
日
に
、
市
内
４
地
区（
鎌
沢
・

鷹
巣
摩
当
・
米
内
沢
・
阿
仁
）で
文
化
財

防
火
デ
ー（
１
月
26
日
）に
合
わ
せ
た
火
災

想
定
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課 

　
学
校
施
設
整
備
事
業
の
主
な
工
事
は
阿

仁
中
学
校
旧
体
育
館
解
体
工
事
、
鷹
巣
小

学
校
屋
根
塗
装
工
事
、
鷹
巣
南
小
学
校
耐

震
補
強
工
事
、
森
吉
中
学
校
屋
根
改
修
工

事
は
昨
年
８
月
中
に
完
成
、
鷹
巣
南
中
学

校
屋
根
塗
装
工
事
、
米
内
沢
小
学
校
プ
ー

ル
解
体
工
事
は
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

完
成
し
て
い
ま
す
。

  

米
内
沢
小
学
校
改
築
工
事
は
、
今
年
度

の
予
定
工
事
が
順
調
に
推
移
し
、
目
標
の

進
捗
率
10
％
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
の
利
用
状

況
は
、
県
内
の
小
中
学
生
が
９
人
、
高
校

生
が
１
人
、
県
外
か
ら
小
中
学
生
２
人
の

計
12
人
、
北
秋
田
市
か
ら
は
３
人
で
す
。

■
学
校
教
育
課

　
第
55
回
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、

男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
木
村
壮
志
さ

ん（
合
川
中
３
年
）が
１
位
、
５
キ
ロ
フ

リ
ー
で
は
佐
藤
大
星
さ
ん（
鷹
巣
中
２
年
）

が
２
位
、
女
子
３
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は

藤
田
菜
々
瀬
さ
ん（
合
川
中
２
年
）が
２

位
、３
キ
ロ
フ
リ
ー
で
は
佐
藤
葵
さ
ん（
阿

仁
中
２
年
）が
２
位
に
入
っ
た
ほ
か
、
男

子
リ
レ
ー
で
鷹
巣
中
が
３
位
、
女
子
リ

レ
ー
で
は
合
川
中
が
１
位
に
な
る
な
ど
市

内
の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　
第
48
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で

は
、
木
村
壮
志
さ
ん
が
５
キ
ロ
フ
リ
ー
で

２
位
、
藤
田
菜
々
瀬
さ
ん
が
３
キ
ロ
ク
ラ

シ
カ
ル
で
３
位
、
佐
藤
葵
さ
ん
が
３
キ
ロ

フ
リ
ー
で
２
位
、
第
49
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
で
は
木
村
壮
志
さ
ん
が
５
キ
ロ

ク
ラ
シ
カ
ル
で
３
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど

活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
の
市
内
小
・
中
学
校
及
び

幼
稚
園
の
卒
業（
園
）予
定
者
は
、小
学
校
２

７
６
人
、中
学
校
２
９
２
人
、幼
稚
園
６
人

で
す
。ま
た
、平
成
24
年
度
入
学（
入
園
）予

定
者
は
１
月
５
日
現
在
で
小
学
校
２
２
８

人
、中
学
校
２
７
６
人
、幼
稚
園
５
人
で
す
。

■
生
涯
学
習
課 

　
２
月
７
日
、
胡
桃
館
遺
跡
調
査
検
討
委

員
会
が
、
昨
年
２
月
の
検
討
委
員
会
の
発

足
に
続
き
行
わ
れ
、
委
員
５
人
と
県
の
担

当
者
が
出
席
し
、
今
後
の
長
期
計
画
に
つ

い
て
の
助
言
や
、
遺
跡
の
保
存
や
利
活
用

等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、「
教
育
講
演
会
in 

北
秋
田

市
」
が
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社

会
教
育
課
よ
り
講
師
を
迎
え
、
県
立
秋
田

北
鷹
高
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
参
加
も

あ
り
、「
震
災
を
と
お
し
学
校
と
地
域
の

絆
を
語
る
」
を
演
題
と
し
て
、
子
ど
も
を

地
域
全
体
で
見
守
り
育
て
る
連
帯
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い

る
学
校
と
地
域
の
絆
と
は
何
か
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
公
民
館
で
開
催
し
て
い
た
定
期
講
座

は
、順
調
に
運
営
さ
れ
、２
月
末
を
も
っ
て

閉
講
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、各
地
区
の

高
齢
者
大
学
に
お
い
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の

学
習
活
動
の
し
め
く
く
り
と
し
て
全
体
講

座
を
開
催
し
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
生
き
が
い
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　

11
月
17
日
、
森
吉
地
区
夫
婦
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
50
人
が
参
加

し
夫
婦
の
連
携
プ
レ
ー
と
珍
プ
レ
ー
で
館

内
が
熱
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
に

て
第
５
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
男
子
、

女
子
の
部
ま
で
、
ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
競
技
合
わ
せ
て
２
９
７
人
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
第
64
回

大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
・
第
57

回
北
秋
田
市
学
童
ス
キ
ー
大
会
の
ア
ル
ペ

ン
競
技
が
、
北
秋
田
市
空
港
周
辺
ふ
れ
あ

い
緑
地
広
場
で
は
、
学
童
ス
キ
ー
大
会
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
、

両
会
場
合
わ
せ
て
２
８
０
人
の
選
手
が
、

家
族
ら
の
声
援
が
会
場
に
響
く
中
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲大勢の人が樹氷見学を楽しむ（森吉山阿仁
スキー場樹氷平）

▲北秋田市民病院でドクターヘリの離着陸
や搬送等の訓練

３
月
定
例
議
会
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住民税の年金からの引き落としが始まります住民税の年金からの引き落としが始まります平成２４年
１０月から

　平成21年度から、公的年金等を受給されている65歳以上の方の個人住民税(市・県民税)の納
付方法が変わりました。 
　今まで給与からの特別徴収(天引き)や普通徴収(納付書や口座振替)で納付していた公的年金
等に係る個人住民税(市・県民税)が、条件により公的年金からの特別徴収の対象になります。
北秋田市では、平成24年10月から開始します。

個人住民税（市・県民税）の公的年金からの特別徴収制度について
65歳以上の公的年金受給者で、
　　　　　住民税を納税されている方にお知らせです。

65歳以上の公的年金受給者で、
　　　　　住民税を納税されている方にお知らせです。

北秋田市では北秋田市では

◆特別徴収の対象となる人◆特別徴収の対象となる人

　次の①～④のいずれにも該当する人が対象です。
① 各年の４月１日現在老齢基礎年金等を受給されている65歳以上の人
② 老齢基礎年金等が年額18万円以上の人
③ 介護保険料が特別徴収されている人
④ 老齢基礎年金等の支給額から保険料等※を引いた残りの額が特別徴収される税額より多い人

※保険料等とは、老齢基礎年金等から特別徴収されている介護保険料、国民健康保険税、後期
高齢者医療保険料及び源泉徴収されている所得税のことです

◆対象となる個人住民税◆対象となる個人住民税

　公的年金等に係る所得分の個人住民税の均等割額と所得割額が特別徴収の対象です。

　公的年金から特別徴収される税額は、あくまでも公的年金等に係る所得分の個人住民税です。
公的年金等以外の所得(給与所得、不動産所得、事業所得など)もある人の個人住民税は、各所
得額に応じて按分し、給与からの特別徴収又は普通徴収により納付していただきます。

◆徴収方法◆徴収方法

　▼上半期　年税額の４分の１ずつを、６月、８月に普通徴収により納付していただきます。
　▼下半期　年税額の６分の１ずつを、10月、12月、２月の年金から特別徴収します。

　▼上半期　前年度２月と同じ額を、４月、６月、８月の年金から特別徴収(仮徴収)します。
　▼下半期　年税額から上半期徴収分を差し引いた残りの額の３分の１ずつを、10月、12月、
　　　　　　２月の年金から特別徴収(本徴収)します。

徴収月
税　額
算出方法

６月
3,000円
４分の１

８月
3,000円
４分の１

10月
2,000円
６分の１

12月
2,000円
６分の１

２月
2,000円
６分の１

納付書等で納める
（普通徴収）

年金から引き落とし
（特別徴収）

徴収月
税　額
算出方法

４月
2,000円

６月
2,000円

８月
2,000円

10月
2,000円

12月
2,000円

年金から引き落とし（特別徴収）

２月
2,000円

前年度の２月と同額 仮徴収分を引いた額の３分の１ずつ

仮徴収 本徴収特 別 徴 収
２年目以降

特 別 徴 収
初 年 度

◆特別徴収についての通知◆特別徴収についての通知

　特別徴収の対象となる人には、６月中旬に納税通知書と併せて特別徴収税額を通知します。

◎お問い合わせ・・・税務課市税班　☎６２－１１１６

◆対象となる公的年金の種類◆対象となる公的年金の種類

　特別徴収の対象となる公的年金の種類は次のとおりです。
① 国民年金法による老齢基礎年金
② 旧国民年金法による老齢年金、通算老齢年金
③ 旧厚生年金保険法による老齢年金、通算老齢年金、特例老齢年金
④ 旧船員保険法による老齢年金、通算老齢年金
⑤ 旧国家公務員等共済組合法等による退職年金、減額退職年金及び通算退職年金
⑥ 移行農林年金退職年金、減額退職年金及び通算退職年金
⑦ 旧私立学校教職員共済組合法による退職年金、減額退職年金及び通算退職年金
⑧ 旧地方公務員等共済組合法等による退職年金、減額退職年金及び通算退職年金

（注１）障害年金や遺族年金は課税されないため特別徴収の対象とはなりません。
（注２）特別徴収される公的年金の優先順位は①～⑧の順序です。特別徴収の対象となる公的
年金を複数受給している人は、受給額の多少にかかわらず①～⑧の順序に従い、先順位の公的
年金から特別徴収されることになります。

◎特別徴収初年度の人◎特別徴収初年度の人

◎特別徴収２年目以降の人◎特別徴収２年目以降の人

日本年金機構等
（年金保険者）

年金受給者

個人住民税

市役所や金融
機関等の窓口 市区町村

こ
れ
ま
で

特
別
徴
収
制
度

　

導

入

後

日本年金機構等
（年金保険者）

年金受給者

市区町村

個人住民税

普通徴収：納税者が自ら市役所や金融機関に出向き納税

特別徴収：年金保険者が年金から住民税を
　　　　　天引きし、市区町村に直接納入

（例）年金に係る税額が１万2,000円の場合

窓
口
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

49

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
、
手
足
を
省
略
し
た
逆
三
角
形
の
板

状
の
体
部
に
、
突
き
出
た
頭
部
が
特
徴

的
な
土
偶
で
す
。

　
高
さ
18
・
８
㎝
、
幅
13
・
０
㎝
、
厚

さ
１
・
５
㎝
で
、頭
部
に
は
目
や
鼻
、口
、

眉
が
工
夫
し
て
描
か
れ
、
顎
に
は
入
れ

墨
と
思
わ
れ
る
線
が
見
ら
れ
ま
す
。
上

部
に
は
２
個
の
孔
が
あ
い
て
い
て
、
髪

型
を
模
し
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

胴
部
は
粘
土
粒
で
乳
部
・
へ
そ
が
、「
ハ
」

字
様
の
段
差
で
肋
骨
下
端
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
側
は
格
子
目
状
の
、
裏

側
に
は
斜
目
状
の
線
が
見
ら
れ
、
当
時

の
服
装
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

肩
上
か
ら
腑
の
下
に
か
け
て
孔
が
あ
い

て
お
り
、
装
飾
用
や
吊
り
下
げ
用
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
土
さ
れ
た
多
く

の
土
偶
が
破
損
し
て
い
ま
す
が
、
本
土

偶
だ
け
が
唯
一
復
元
で
き
ま
し
た
。
環

状
列
石
Ｂ
の
土
坑
墓
か
ら
発
見
さ
れ
埋

葬
に
係
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
９
月
か
ら
１
カ
月
半
イ

ギ
リ
ス
大
英
博
物
館
の
企
画
展
に
出
展

さ
れ
た
り
、東
京
を
始
め
各
地
で
展
示
・

公
開
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
と
て
も
貴
重
な
土
偶
で

す
。
　
板
状
土
偶
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
も

描
か
れ
て
い
ま
す
。

＊「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」

　
縄
文
時
代
後
期
前
葉
（
Ｂ
Ｃ
２
０
０

０
年
頃
）
の
遺
跡
で
、
４
つ
の
環
状
列

石
が
確
認
さ
れ
て
お
り
国
内
で
は
他
に

例
が
な
く
、
平
成
13
年
１
月
に
国
指
定

史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
国
及
び
県
、
市

で
は
世
界
遺
産
登
録
実
現
を
め
ざ
し
て

環
境
整
備
等
に
努
め
て
お
り
、
見
学
者

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。　

▽
平
成
23
年
２
月
秋
田
県
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
考
古
資
料
）

○「
板
状
土
偶
」

▲伊勢堂岱遺跡の板状土偶　

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
文
化
会
館

◇
所
有
者　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会

講話と生演奏で学習
～合川ことぶき大学「学習会」～

　合川ことぶき大学の学習会が２月17日、合川農
村環境改善センターで開かれ、30人の学生が講師
の講話や生演奏を楽しみました。
　学習会では、秋田県の「はつらつ高齢者輝き
100選」を受賞した伊藤清美さん(米内沢)が「はつ
らつ人生・ゆかいな仲間」と題し講話。伊藤さん
は「健やかに楽しく人生を送るには、良くないこ
とは考えず、笑顔で楽しく過ごす。食事はよく噛
み脳の活性化につなげる。仲間作りをして楽しく
過ごすことが大切」などと呼びかけました。 ▲「楽しく過ごすことが大切」と話す伊藤清美さん

　この後、講師の伊藤さんが所属する楽団「峠のシ
ルバーファイブ」による生演奏も披露されました。

がんばろう東北！ つながろう北秋田
～教育講演会in北秋田市～

　市教育委員会と市子ども会育成連合会が主催す
る「教育講演会in北秋田市」が２月13日、秋田北
鷹高校で開かれ、市民ら約100人が聴講しました。
　講演会では、長田徹氏(文部科学省生涯学習政策
局社会教育課地域・学校連携推進室連携支援係長)
が「震災をとおし学校と地域の絆を語る」と題し
て講演。長田氏は、東日本大震災の際に仙台市で
被災しており、仙台市では学校と地域との繋がり
が密なところは大きな混乱も無く、避難所の組織
化が順調だったとし、学校と地域の絆の大切さを ▲3.11震災のエピソードを交えながらの講演

語り「学校は地域に浮かぶ船。北秋田らしい学校
と地域の協働を進めてほしい」と結びました。

環境にやさしい素材で手づくりを
～森吉公民館「エコクラフト講座」～

　森吉公民館の公開講座「エコクラフト講座」が、
３月６日・７日の２日間、森吉コミュニティセン
ターで開かれ、17人が参加しました。
　講師は菅原知明さん（鷹巣）。エコクラフトは、
紙製のクラフトテープを編み込んで作品を仕上げ
るもので、今回は浅型バスケットと一輪ざしを作
りました。クラフトテープは、竹などと比べて柔
らかく、曲げたり、切ったりするのが簡単で初心
者にも扱いやすく、ハサミと木工用接着剤があれ
ば様々な作品づくりに挑戦できます。受講生は、 ▲バスケットを編む受講生

くだ物入れや毛糸入れなど、用途を考えながら作
業に励んでいました。　

　
阿
仁
公
民
館

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

各
大
学
は
5
月
に
開
講
予
定

　
平
成
24
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
運
営
費
は
、
い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

■
高
鷹
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
と
も

に
学
ぼ
う
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度
、
ク

ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回

対
象　
55
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
16
日（
月
）

　
　
　
中
央
公
民
館　

☎
62
‐
１
１
３
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ　
「
学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と

仲
間
作
り
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定
（
学
習
会
、

移
動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

対
象　
55
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
合
川
公
民
館　

☎
78
‐
２
１
１
４

■
森
吉
大
学

テ
ー
マ　
「
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し

て
み
よ
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定
（
講
演
会
、

移
動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

対
象　
55
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
26
日（
木
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　

☎
72
‐
３
２
５
９

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ　
「
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
学
び

生
き
が
い
を
見
つ
け
よ
う
」

内
容　
年
６
回
（
講
演
会
、
移
動
研
修
、

歴
史
探
訪
な
ど
）

対
象　
55
歳
以
上
の
方

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　

☎
82
‐
２
２
２
０

■
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前
（
満
１
歳
以
上
）
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
た
り
、
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
講
座
で
す
。

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

定
員　
親
子
30
組　
参
加
費　
無
料

※
４
月
は
、
９
日（
月
）に
開
催
し
ま
す

　
公
民
館
を
使
用
す
る
団
体
で
、
今
年
度

「
公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
証（
カ
ー
ド
）」

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
各
公
民
館

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
も
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
問

申
問

申
問

申
問

阿
仁
公
民
館

中
央
公
民
館
通
年
講
座
募
集

申
問

中
央
公
民
館　

☎
62-

１
１
３
０

阿
仁
公
民
館

公
民
館
使
用
料
減
免
登
録
申
請

申
問

各
公
民
館
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【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

▽
特
選　
岸
野
陽
香
（
た
か
の
す
幼
稚
園
）

中
牧
恭
也
（
鷹
巣
東
保
育
園
）

▽
入
選　
松
井
芹
羽
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）

杉
田
萌
笑
（
鷹
巣
東
保
育
園
）
す
ず
き
ゆ

う
た
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）
え
ち
ぜ
ん
や

せ
い
た
（
同
）
に
し
む
ら
あ
こ
（
同
）
菊

地
逢
斗
（
大
阿
仁
保
育
園
）

▽
佳
作　
佐
藤
佑
大
（
た
か
の
す
幼
稚
園
）

青
木
佳
音
（
同
）
松
尾
息
吹
（
鷹
巣
東
保

育
園
）
村
上
楓
愛
（
同
）
松
橋
光
（
同
）

佐
藤
楊
（
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
）

工
藤
七
翔
（
同
）
な
り
た
ま
ひ
ろ
（
鷹
巣

中
央
保
育
園
）
す
の
う
ち
さ
く
ま
（
同
）

あ
ん
ど
う
ゆ
づ
き
（
同
）
わ
き
つ
ぼ
の
あ

（
同
）
ま
つ
お
は
る
か
（
同
）

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選　
ま
つ
お
か
あ
や
と
（
鷹
巣
小
）　

中
嶋
歩
野
香
（
鷹
巣
西
小
）　

▽
入
選　
い
ま
川
し
ょ
う
え
い
（
鷹
巣
小
）

髙
橋
愛
莉
（
綴
子
小
）
村
上
颯
汰
（
鷹
巣

中
央
小
）
佐
藤
悠
音
（
鷹
巣
南
小
）
大
坂

陽
斗
（
鷹
巣
西
小
）
平
川
真
喜
（
合
川
西
小
）

▽
佳
作　
い
な
ば
あ
す
か
（
鷹
巣
小
）
す

ず
木
い
く
や
（
同
）
し
の
は
ら
ゆ
う
（
同
）

金
澤
蓮
（
鷹
巣
東
小
）
柳
谷
唯
花
（
同
）

中
嶋
陽
翔
（
鷹
巣
中
央
小
）
鈴
木
星
誌
琉

（
同
）
間
嶋
春
音
（
同
）
伊
藤
真
依
（
鷹
巣

南
小
）
畠
山
和
樹
（
米
内
沢
小
）
平
川
稜

翔
（
合
川
西
小
）
齋
藤
友
登
（
同
）

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　
松
岡
譲
（
合
川
西
小
）　
神
成
紗

弥
（
浦
田
小
）

▽
入
選　
仲
居
健
（
鷹
巣
東
小
）
中
田
裕

生
（
鷹
巣
南
小
）
高
橋
依
吹
（
同
）
長
崎

東
子
（
鷹
巣
西
小
）
加
賀
司
（
浦
田
小
）

工
藤
靖
凪
（
前
田
小
）

▽
佳
作　
吉
田
あ
ず
さ
（
鷹
巣
小
）
出
雲

大
翔
（
鷹
巣
東
小
）
み
や
の
一
花
（
綴
子
小
）

川
島
帆
南
（
鷹
巣
中
央
小
）
神
成
彩
音
（
鷹

巣
南
小
）
成
田
彩
希
（
同
）
長
岐
和
（
鷹

巣
西
小
）
涌
坪
玲
綾
（
同
）
三
浦
健
太
（
前

田
小
）梅
村
祥
太（
阿
仁
合
小
）工
藤
葵（
合

川
東
小
）
近
藤
さ
く
ら
（
合
川
西
小
）

平
成
23
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

読
書
を
通
じ
て
豊
か
な
人

間
性
を
育
む

松岡譲さん（合川西小２年）
◇題名　クジラとのたたかい
　書名 「もりくいクジラ」　　　

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
表
彰
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と

に
入
賞
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
三
澤

仁
教
育
長
が
一
人
一
人
に
表
彰
状
を
授
与
。

　
続
い
て
、
感
想
文
部
門
で
、
藤
嶋
勇
人

審
査
員
長
（
鷹
巣
中
学
校
教
頭
）
が
、
感

想
画
部
門
で
は
、
澤
田
眞
理
子
審
査
員
（
元

鷹
巣
小
学
校
長
）
が
審
査
結
果
を
講
評
。

こ
の
う
ち
、
藤
嶋
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
は
読

ん
で
よ
か
っ
た
、
書
い
て
よ
か
っ
た
と
い

う
の
が
実
感
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
皆

さ
ん
の
心
が
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
一
層
豊
に
な
り
成
長
し
た
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
な
が
ら
作
品
を

講
評
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校

の
部
特
選
の
佐
藤
愛
さ
ん
（
合
川
東
小
３

年
）と
木
村
ま
つ
り
さ
ん（
米
内
沢
小
６
年
）

が
受
賞
作
品
を
し
っ
か
り
し
た
声
で
朗
読

し
、
読
書
で
得
た
感
動
を
来
場
者
に
伝
え

ま
し
た
。

【
小
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
が
ん
ば
れ
、
く
う
」
佐
藤
愛
（
合

川
東
小
）

▽
入
選　
柴
田
和
希
（
浦
田
小
）
小
坂
朝

陽
（
鷹
巣
東
小
）
佐
々
木
彩
佳
（
鷹
巣
小
）

▽
佳
作　
平
川
栞
（
合
川
西
小
）
三
浦
史

帆
（
合
川
南
小
）
佐
藤
羽
寿
（
鷹
巣
中
央
小
）

畠
山
光
凌
（
鷹
巣
小
）
三
沢
紅
葉
（
綴
子
小
）

村
上
茅
花
（
鷹
巣
東
小
）

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
ウ
エ
ズ
レ
ー
の
国
を
読
ん
で
」 

永
井
綾
華
（
合
川
東
小
）

▽
入
選　
庄
司
和
奏
（
鷹
巣
中
央
小
）　
高

谷
萌
夏
（
同
）　

▽
佳
作　
松
岡
優
奈
（
合
川
西
小
）
児
玉

寛
明
（
鷹
巣
小
）
松
尾
圭
翔
（
鷹
巣
東
小
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
エ
ジ
ソ
ン
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

工
藤
歩
乃
佳
（
合
川
東
小
）

▽
入
選　
鈴
木
美
結
（
合
川
西
小
）
奥
山

容
子
（
米
内
沢
小
）
笠
井
優
花
（
同
）　

▽
佳
作　
平
川
歩
未
（
合
川
西
小
）
伊
藤

希
望
（
合
川
北
小
）
河
田
亜
依
（
鷹
巣
小
）

長
岐
英
恵
（
同
）
三
澤
彩
乃
（
綴
子
小
）

八
巻
昴
平
（
鷹
巣
東
小
）

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
と
出
合
っ

て
」
木
村
ま
つ
り
（
米
内
沢
小
）

▽
入
選　
成
田
有
彩
花
（
合
川
南
小
）
齊

藤
秀
平
（
鷹
巣
東
小
）
佐
藤
樹
音
（
鷹
巣

南
小
）

▽
佳
作　
柏
木
美
優
（
浦
田
小
）
白
沢
理

奈
（
同
）
浪
岡
幸
奈
（
合
川
東
小
）
奥
山

う
ら
ら
（
米
内
沢
小
）
佐
藤
宏
樹
（
綴
子
小
）

成
田
竜
也
（
鷹
巣
東
小
）

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
撰　
「
人
生
を
大
き
く
変
え
る
」
三
上

優
香
（
鷹
巣
中
）

▽
入
選　
佐
藤
生
（
鷹
巣
中
）
村
上
那
々

（
同
）

▽
佳
作　
片
岡
菜
摘（
合
川
中
）武
石
諒（
森

吉
中
）

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　
「
今
を
精
一
杯
生
き
る
」
藤
嶋
椎

菜
（
鷹
巣
南
中
）

▽
入
選　
佐
藤
美
沙
樹
（
鷹
巣
南
中
）
渡

部
梨
颯
（
同
）

▽
佳
作　
庄
司
ひ
ま
わ
り
（
森
吉
中
）
細

田
さ
り
な
（
同
）
水
木
香
織
（
同
）　

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
特
撰　
「
今
だ
か
ら
こ
そ
大
切
な
江
の
生

き
方
」
成
田
利
奈
（
鷹
巣
中
）

▽
入
選　
津
谷
郁
哉
（
鷹
巣
中
）
日
下
部

華
子
（
同
）　

▽
佳
作　
高
橋
優
麻
（
鷹
巣
中
）
戸
澤
紗

希
（
同
）
成
田
美
鈴
（
同
）
萩
野
渚
海
（
同
）

三
澤
彩
乃
（
同
）
村
上
佑
佳
（
同
）

【
高
校
・
一
般
の
部
】

▽
特
選　
「
私
は
誰
に
な
っ
て
い
く
の
？
を

読
ん
で
」　
中
嶋
美
枝
子
（
脇
神
）

▽
入
選　
庄
司
光
子
（
阿
仁
水
無
）

ま
な

か
ず
き

さ
や
か

あ
さ

し
お
り

う
す
み

し

ほ

こ
う
り
ょ
う

あ
や
か

も
み
じ

わ
か
な

つ
ば
な

ゆ
う
な

な
つ
み

ひ
ろ
あ
き

り
ょ
う

か
お
り

な

り

ゆ　
ま

ち
な
み

み　
ゆ

り
ゅ
う
や

な　
な

ゆ
き
な

け
い
と　

ひ
ろ
き

い
く

か　
こ

り　
な

さ

ふ
み
や

あ
や
の

な

み
す
ず

み
つ
こ

ゆ
う
か

み　
え　
こ

か
え
で

は
る
か

せ
り
は

き
ょ
う
や

ま　
い

か
の
ん

ゆ
い
か

ふ
う
な

あ
い
と

は
る
ね

せ　
し　
る

り
ょ
う

ゆ
う
だ
い

よ
う

な
な
か

ほ　
の　
か

そ
う
た

は
る
と

あ
い
り

ゆ
う
と

し
ん
き

も　
え

ゆ
う
と

れ
ん

か
ず
き

とと
う
こ

じ
ょ
う

い
ぶ
き

た
け
る

つ
か
さ

せ　
な

だ
い
と

ほ
な
み

あ
や
ね

さ　
き

せ
い

ひ
も
え
か

ほ　
の　
か

じ
ゅ
ね

ゆ
う
か

き

い
ぶ
き

は
る
と

中牧恭也さん（鷹巣東保育園）
◇題名　ぼくもどうぶつじまのトラにあってみたいな
　書名 「エルマーのぼうけん」

岸野陽香さん（たかのす幼稚園）
◇題名　おじいさん、おむすびのおれいです
　書名 「おむすびころりん」　　

　
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
３
月
３
日
、
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
中
高
・
一
般
か

ら
1
4
６
点
、
感
想
画
部
門
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
4
７
２
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
表
彰
式
の
様
子
と
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
う

※
受
賞
作
品
の
一
部
（
感
想
文
は
入
選
、

感
想
画
は
佳
作
以
上
）は
、作
品
集「
読

書
の
あ
と
で
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
及
び
公
民
館
図
書
室
な
ど

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

中嶋歩野香さん（鷹巣西小１年）
◇題名　わぁ !アイスのお山だぁ !!
　書名 「ものすごくおおきなプリンのうえで」

神
成
紗
弥
さ
ん
（
浦
田
小
２
年
）

◇
題
名　
大
き
な
雨
か
さ
大
か
つ
や
く

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
ピ
ー
タ
ー
見
つ
け
た
よ

　
書
名
「
お
ば
あ
さ
ん
空
を
と
ぶ
」

感想画の特撰作品

まつおかあやとさん（鷹巣小１年）
◇題名　つるの上にのちゃった
　書名 「パンダくん パンダくん なにみているの！」　　　

あ
お
い

し
ょ
う
た れ　

あ

け
ん
た

や
ま
と

い
ち
か

さ

や

ひ
か
る

感想文コンクールの受賞作品を
朗読する佐藤愛さん

り　
さ

み　
さ　
き

し
い

こ
う
へ
い

し
ゅ
う
へ
い

は
な
え

あ
や
の

あ　
い

の
ぞ
み

あ
ゆ
み

み　
ゆ

ま
さ
こ

ゆ
う
か

あ　
さ　
か

!! 三澤教育長から表彰を受ける感想画
コンクールの入賞者
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 森吉山麓観光振興シンポジューム／秋田大学北秋田分校「内陸線振興プロジェクト」

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
２
月
27

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
３
月
定
例
議
会

に
上
程
す
る
平
成
24
年
度
当
初
予
算
案
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
来
年
度
は
私
も
任
期
を

締
め
く
く
る
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

長
就
任
に
あ
た
り
掲
げ
た
、
行
財
政
改
革

の
推
進
と
財
政
の
健
全
化
、
地
域
医
療
と

福
祉
の
充
実
、
日
常
生
活
の
安
全
安
心
対

策
、
産
業
の
活
性
化
、
人
材
育
成
の
5
つ

の
基
本
政
策
を
検
証
し
な
が
ら
、
見
え
て

き
た
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
厳
し
い
財

政
の
中
に
も
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
た
予
算
を

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
な
ど
と
述

べ
な
が
ら
当
初
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る

事
業
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
豪
雪
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員

の
協
力
を
得
な
が
ら
高
齢
者
宅
や
障
害
者

宅
の
間
口
調
査
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
職

員
に
よ
る
除
雪
隊
を
編
成
し
て
間
口
の
除

雪
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
対
応
を
説
明
し
、
人
的
被
害
で

は
屋
根
か
ら
の
転
落
や
転
倒
に
よ
り
け
が

を
さ
れ
た
方
が
9
人
、
農
業
施
設
で
は
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
が
69
棟
な
ど
と
現
在

の
被
害
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員

派
遣
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
も
震
災
の

み
な
ら
ず
、
豪
雨
被
害
に
対
し
て
も
被
災

地
の
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向

け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
平
成
24
年
度
に
6
月
か
ら
11
月
ま

で
の
６
ヶ
月
間
、
岩
手
県
山
田
町
へ
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
者
か
ら
の
「
が
れ
き
処
理
」

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
「
市
の
持
っ
て
い

る
施
設
の
受
け
入
れ
能
力
や
放
射
性
物
質

の
安
全
対
策
に
対
す
る
調
査
を
指
示
し
て

い
る
。
受
け
入
れ
の
可
否
は
別
と
し
て
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
。
市
民
に
説
明
が
で

き
な
い
も
の
に
対
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

は
難
し
い
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

▲定例記者会見で新年度予算や豪雪対策など
について述べる津谷市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

平
成
24
年
度
予
算
案
な
ど
を
説
明

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）

　
森
吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

が
２
月
26
日
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

四
季
美
館
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
市
民
約

１
０
０
人
が
森
吉
山
を
中
心
と
し
た
観
光

振
興
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
は
、
森
吉
山
通
年
観

光
対
策
協
議
会
の
主
催
で
、
空
洞
化
が
著

し
い
秋
田
内
陸
線
沿
線
の
中
心
に
あ
る
森

吉
山
、
奥
阿
仁
、
奥
森
吉
フ
ィ
ー
ル
ド
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
山
岳
観
光
の
再
構
築

と
清
流
・
里
山
・
農
業
観
光
の
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
、
実
行
あ
る
地
域
振
興
策
を

市
民
目
線
で
検
証
し
提
案
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
吉
山
ネ
イ

チ
ャ
ー
協
会
の
宮
野
貞
壽
事
務
局
長
が
各

フ
ィ
ー
ル
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
「
森
吉
山

は
全
国
に
誇
れ
る
景
観
。
交
流
人
口
が
増

え
、
現
地
の
物
資
、
消
費
、
宿
泊
施
設
の

集
客
が
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
概
要
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
直
木
賞
作
家
の
西
木

正
明
さ
ん
が
「
生
活
文
化
こ
そ
が
最
大
の

観
光
資
源
」
と
題
し
講
演
。
世
界
各
国
を

旅
行
し
た
中
か
ら
参
考
に
な
れ
ば
と
い
く

つ
か
の
例
を
紹
介
し
「
北
秋
田
市
、
森
吉

山
周
辺
に
も
よ
そ
の
方
か
ら
見
た
ら
、

『
え
っ
』
と
思
う
こ
と
が
生
活
文
化
の
中

に
あ
る
は
ず
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
津
谷
市
長
、
長
谷
部
勝
北
秋
田
地

域
振
興
局
長
、
佐
藤
廣
道
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
取
締
役
、
村
上
昌
人
秋
田
魁
新
報

社
論
説
副
委
員
長
、
鹿
島
純
一
㈱
ト
ラ
ベ

ル
マ
ス
タ
ー
ズ
代
表
取
締
役
、
宮
野
事
務

局
長
、
村
山
友
宏
シ
オ
ス
㈱
編
集
部
編
集

長
、
酒
井
貴
史
㈱
ア
サ
ツ
ー
デ
イ
・
ケ
イ

ア
カ
ウ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
８
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
、
森
吉
山
を
中
心
に
し
た
自
然

を
活
用
し
、
観
光
振
興
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
言
し

ま
し
た
。

▲８人のパネリストがそれぞれの立場から
観光振興策を提言 森

吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

全
国
に
誇
れ
る
観
光
資
源

　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
濱
田
純
分
校

長
と
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
の
篠
原
秀

一
教
授
が
３
月
８
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
と
酒
井
一
郎
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
に
、
秋
田
内
陸
線

沿
線
の
第
1
次
調
査
の
報
告
と
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
で
は
、
北
秋
田

地
域
の
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
優
れ
た
地
域
資
源
や
隠
れ
た
地
域
資

源
の
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
秋
田

大
学
生
に
よ
る
野
外
調
査
実
習
の
可
能
性

を
探
る
た
め
、
大
学
教
員
に
よ
る
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
沿
線
の

第
1
次
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
沿
線

に
は
観
光
資
源
等
に
な
る
文
化
・
歴
史
的

資
源
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ

の
概
要
を
提
言
と
し
て
市
長
等
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
濱
田
分
校
長
が
、
調
査
で
の

地
域
の
方
々
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
受
け

て
、
内
陸
線
・
タ
ク
シ
ー
・
送
迎
バ
ス
等

を
総
合
し
た
観
光
巡
り
ダ
イ
ヤ
の
開
発
、

秋
田
北
鷹
高
校
生
徒
会
と
の
コ
ラ
ボ
、
無

人
駅
の
活
用
、
内
陸
線
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の

紹
介
な
ど
の
可
能
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
篠
原
教
授
が
「
今
回
は
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
見
た
も
の
。
こ
れ
を
基
礎

に
学
生
を
連
れ
て
夏
以
降
に
本
格
的
な
実

地
調
査
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
な
が

ら
、
沿
線
全
体
や
内
陸
線
自
体
の
印
象
と

可
能
性
に
つ
い
て
は
「
十
分
に
魅
力
が
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
。
内
陸
線
の
魅
力
は

県
北
と
県
南
を
結
び
、
ど
ち
ら
の
生
活
文

化
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
歴
史
的
な

要
素
も
豊
富
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
報
告
と
提
言
を
受
け
、津
谷
市
長
は「
客

観
的
に
見
て
い
た
だ
く
と
我
々
が
気
が
つ

か
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
調
査
報
告

を
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
提
言
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
心
強
い
」
な
ど
と
今
後
の
調

査
に
期
待
し
ま
し
た
。

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
「
秋
田
内
陸
鉄
道
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

沿
線
は
観
光
資
源
の
宝
庫

２
月
16
日
（
木
）▽
平
成
23
年
度
伊
勢
堂
岱
遺
跡
調
査
検
討
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

▽
東
北
電
力
株
式
会
社
森
吉
発
電
所
新
設
工
事「
竣
工
式
」（
四
季
美
館
）▽
特

別
職
報
酬
審
議
会
委
員
委
嘱
状
交
付
（
本
庁
舎
）

17
日
（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
）▽
沢

口
地
区「
地
域
振
興
」に
か
か
わ
る
研
修
会（
沢
口
公
民
館
）

20
日
（
月
）▽
北
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会（
本
庁
舎
）
▽
七
日
市
自
治
会
長
会
市
長

と
語
る
会（
七
日
市
公
民
館
）

22
日
（
水
）▽
阿
仁
分
署
金
誠
治
消
防
士「
消
防
職
員
意
見
発
表
県
大
会
優
秀
賞
」受

賞
報
告（
本
庁
舎
）

23
日
（
木
）▽
北
秋
田
市
交
通
安
全
対
策
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

24
日
（
金
）▽
第
２
回
秋
田
県
林
業
団
体
統
合
協
議
会（
秋
田
市
）
▽
秋
田
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
授
賞
式（
秋
田
市
）

26
日
（
日
）▽
森
吉
山
通
年
観
光
対
策
協
議
会
森
吉
山
麓
観
光
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

ム（
四
季
美
館
）
秋
田
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
秋
田
市
）

27
日
（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

29
日
（
水
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

３
月
1
日
（
木
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
第
１
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

２
日
（
金
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

３
日
（
土
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
文
化
会
館
）

４
日
（
日
）▽
大
館
・
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
大
館
市
）

５
日
（
月
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

６
日
（
火
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

８
日
（
木
）▽
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
沿
線
第
１
次
調
査
報
告
及

び
提
言（
本
庁
舎
）
▽
伊
藤
敬
悦
氏
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

９
日
（
金
）▽
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
成
田
知
枝
氏
絵
画
寄
贈（
本
庁
舎
）

10
日
（
土
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）▽
伊
藤
敬
悦
氏
秋
田
県
ス
ポ
ー

ツ
賞「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
」受
賞
祝
賀
会（
耕
ホ
ー
ル
）

11
日
（
日
）▽
平
成
23
年
度
自
殺
予
防
い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト（
文
化
会
館
）

15
日
（
木
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▲津谷市長と酒井社長（左）に報告する濱田
分校長（右から２人目）と篠原教授（右）
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月額基準額は5,577円（平成24～26年度）
　
介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
に
始
ま
り
、
３
年
に

１
回
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
、
介
護
保
険
料
の
変
更
や
事
業
所

の
追
加
整
備
を
盛
り
込
ん
だ
5
期
目
の
計
画
が
始
ま
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

介護保険料が変更になりました介護保険料が変更になりました

総給付費 
特定入所者介護サービス等給付費
高額介護サービス費
高額医療合算介護サービス費
審査支払手数料       
地域支援事業費
　計（給付費全体）

4,494,207,223
219,345,710
112,281,529
18,832,954
5,872,520
65,000,000

4,915,539,936

4,584,263,846
225,926,081
117,270,926
19,477,729
6,048,745
65,000,000

5,017,987,327

4,653,500,078
232,703,863
122,509,793
20,154,743
6,230,195
65,000,000

5,100,098,672

13,731,971,147
677,975,654
352,062,248
58,465,426
18,151,460
195,000,000

15,033,625,935

１号被保険者負担分

保険料月額基準額(第４段階）

給付費全体の約21％を65歳以上の保険料で負担して頂くことになります。
24億2000万円　

5,577円 平成21～ 23年度までの額は4,795円

【表２：３年間の給付費と月額基準額】 《単位：円》

国
25.0％
国

25.0％２号被保険者
40～64歳
29.0％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

１号被保険者
　65歳以上
　　21.0％

　　　
介
護
保
険
は
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
「
保
険
料
」
を

財
源
と
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
増
減
で
予
算
や
給
付
費
、
更
に
は
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
、

３
年
間
の
給
付
費
等
を
見
込
み
、
そ
の
３
年
間
で
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
が
負
担
す
る
保
険
料
を
定

め
ら
れ
た
負
担
割
合（
表
１
）に
よ
り
算
出
し
て
い
ま
す
。

【表１：介護保険財源構成】

保
険
料
は
こ
う
し
て

         　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
市
で
は
基
金
か
ら
２
億
円
を

　
　
　
保
険
料
に
振
り
向
け
軽
減
し
ま
す

高齢者福祉計画・第5期介護保険事業計画

平成24～ 26年度までの月額保険料
区　　分

所得段階区分の要件
基準額に
対 す る
割　　合

月額保険料

市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者・生活保護受給世帯第１段階 ０.５０ ２,７８９円

市民税世帯非課税で本人の「合計所得金額」と「年金収入額」の
合計が80万以下の者

第２段階 ０.５０ ２,７８９円

市民税世帯非課税で本人の「合計所得金額」と「年金収入額」の
合計が80万を超える者

第３段階 ０.７５ ４,１８３円

市民税世帯課税で本人が非課税（保険料月額基準額）第４段階 １.００ ５,５７７円

市民税本人課税で「合計所得金額」が190万以上の者第６段階 １.５０ ８,３６６円

市民税本人課税で「合計所得金額」が190万未満の者第５段階 １.２５ ６,９７２円

【所得による負担段階】

介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
一
部
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
が
変
更
と
な
り
ま
す　

　
詳
し
く
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
等
の
改
正
に
つ
い
て
の
説
明

会
に
つ
い
て

　
各
団
体
や
自
治
会
な
ど
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
説
明
に
伺
い
ま
す
。

2４年度 2５年度 2６年度 計

　
介
護
給
付
費
等
に
は
、
第
４
期
（
平
成
21
〜
23
年
度
）

の
実
績
を
基
に
北
秋
田
市
の
高
齢
者
人
口
の
推
移
を
予

測
し
、
認
定
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
・
利
用
料
の

推
計
を
し
た
も
の
（
自
然
増
分
）
と
、
施
設
の
整
備
に

よ
っ
て
利
用
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
（
施
設
増
分
）
が

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
制
度
の
改

正
に
よ
り
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が
20
％
か
ら

21
％
に
な
り
、
さ
ら
に
介
護
報
酬
が
1
・
2
％
上
昇
す

る
た
め
、
３
年
間
の
介
護
給
付
費
と
し
て
約
１
５
０
億

円
（
表
２
）
が
必
要
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
給
付
費
が
増
加
す
る
た
め
、
第
５
期
（
平
成
24

〜
26
年
度
）
で
は
、
そ
の
分
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
る
た

め
、
軽
減
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
余
剰
金
を
介
護
保
険
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
し
て
お
り
、
平
成
24
年
３
月

末
で
の
積
立
額
は
約
３
億
６
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
第
4
期
で
は
、
１
億
５
千
万
円
を
繰
り
入
れ
し
て

軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
第
５
期
計
画
で
は
、
２

億
円
を
繰
り
入
れ
し
て
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

各
市
町
村
が
保
険
料
不
足
に
陥
っ
た
場
合
、
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
財
政
安
定
化
基
金
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
拠
出
し
て
積
立
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
に
限
り

積
立
額
の
約
６
割
を
取
り
崩
し
、
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
市
に
は
、
約
４
千
３
百
万

円
交
付
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
交
付
金
も
保
険
料
の
軽
減

に
振
り
向
け
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
軽
減
対
策
を
講
じ
て
も
３
年
間
で
約
24
億

２
千
万
円
の
保
険
料
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
第
5
期
の

保
険
料
月
額
基
準
額
は
、
５
５
７
７
円
と
な
り
、
第
４

期
の
保
険
料
月
額
基
準
額
（
４
７
９
５
円
）
か
ら
７
８

２
円
上
昇
し
ま
す
。

　　
当
市
の
高
齢
化
率
は
、
県
平
均
の
29
・
６
％
を
大
き

く
上
ま
わ
る
35
・
９
％
で
、
今
後
も
高
い
水
準
で
推
移

す
る
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
全
て

の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
、
で
き
る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

医
療
と
の
連
携
を
図
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
で

き
る
よ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に

努
め
る
こ
と
を
重
点
取
り
組
み
と
し
ま
し
た
。

　
第
４
期
計
画
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
40
床

増
や
し
、ま
た
、認
知
症
対
策
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
定
員
９
人
）、
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
所
（
定
員
12
人
）
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
５
期
計
画
で
は
、
増
え
続
け
る
認
知
症
に
対
処
す

る
た
め
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
さ
ら
に
１
ユ
ニ
ッ
ト（
定

員
９
人
）
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施

設
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
の
通
所
介
護
事
業
の
一
部
を

通
所
リ
ハ
ビ
リ
事
業
（
定
員
15
人
）
に
転
換
し
、
要
介

護
状
態
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

重
点
取
り
組
み

     

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
方
針

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
　
　
☎
62 - 

１
１
１
２　

北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
証
の
「
有
効
期
限
」
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た

　
お
手
持
ち
保
険
証
に
有
効
期
限
（
平
成
20

年
3
月
31
日
）
の
記
載
が
あ
る
場
合
で
も
そ

の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
取
り
替
え

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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人事異動

■
総
務
部

▼
総
務
課
／
総
務
班
＝
☆
小
笠
原
吉
明

（
総
合
政
策
課
）
・
金
澤
誠
・
佐
藤
可
奈

子
・
佐
藤
礼
介
・
藤
島
あ
ゆ
美
／
危
機
管

理
班
＝
長
岐
隆
志

▼
総
合
政
策
課
／
政
策
班
＝
☆
小
松
正
彦

（
総
合
政
策
課
）
・
齋
藤
淳
・
長
崎
剛
征

／
広
報
班
＝
☆
廣
瀬
淳
一
（
商
工
観
光

課
）

▼
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
柴
田
明

弘
（
農
林
課
）
・
疋
田
憲
匡

■
財
務
部

▼
財
政
課
／
課
長
＝
河
田
浩
文
（
総
務

課
）
／
財
政
班
＝
鈴
木
政
行
・
千
葉
祐
幸

／
電
算
シ
ス
テ
ム
班
＝
☆
藤
野
義
則
（
農

林
課
）

▼
税
務
課
／
市
税
班
＝
☆
中
嶋
健
文
（
税

務
課
）
・
小
笠
原
朋
子
・
福
嶋
統
・
澤
田

賢
・
萩
野
貴
久
・
大
野
拓
哉
・
片
岡
透
・

明
石
麗
子
・
高
堰
光
樹
・
高
谷
大
／
収
納

班
＝
☆
片
岡
清
巳

■
市
民
生
活
部

▼
生
活
課
／
環
境
班
＝
☆
佐
藤
浩
（
総
合

政
策
課
）
・
上
田
正
靖
・
川
口
慎
也
／
地

域
推
進
班
＝
長
岐
孝
生

▼
市
民
課
／
市
民
班
＝
☆
三
澤
忠
博
（
鷹

巣
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
・
金
幸
子

／
国
保
年
金
班
＝
鈴
木
博
幸

▼
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
吉
田
喜
代
志
（
健
康
推
進
課
長
）
／

市
民
生
活
班
＝
☆
疋
田
隆
一
（
阿
仁
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
）
・
工
藤
健
寿
・
宮
野
知

子▼
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
☆
杉
渕
清
純
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
・
木
村
静
子
・
平
川
優
子
／
前
田

出
張
所
＝
☆
柴
田
幸
一
（
合
川
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
）

▼
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
高
田
徹
／
大
阿
仁
出
張
所
＝
武
田
瑞

穂■
健
康
福
祉
部

▼
福
祉
課
／
課
長
＝
米
澤
潤
（
福
祉
課
）

／
地
域
福
祉
班
＝
☆
小
笠
原
武
（
福
祉

課
）
・
福
原
稲
子
・
池
田
美
希
／
こ
ど
も

福
祉
班
＝
長
崎
由
貴
子
／
鷹
巣
中
央
保
育

園
＝
☆
下
山
眞
知
子
（
鷹
巣
東
保
育
園
）

／
鷹
巣
東
保
育
園
＝
☆
熊
谷
節
子
（
た
か

の
す
幼
稚
園
）
／
あ
い
か
わ
保
育
園
＝
☆

相
馬
京
子
・
柏
木
美
貴
子
・
鈴
木
栄
子
／

米
内
沢
保
育
園
＝
☆
中
川
佐
恵
子
（
米
内

沢
保
育
園
）
・
畠
山
亜
矢
子
／
前
田
保
育

園
＝
☆
田
崎
美
規
子
（
前
田
保
育
園
）
／

阿
仁
合
保
育
園
＝
☆
松
橋
多
美
子
（
阿
仁

合
保
育
園
）
／
大
阿
仁
保
育
園
＝
☆
松
橋

幸
子
（
大
阿
仁
保
育
園
）

▼
高
齢
福
祉
課
／
介
護
保
険
班
＝
☆
佐
藤

誠
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
）
・
佐
藤

栄
作
／
高
齢
福
祉
班
＝
佐
藤
貴
子
／
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
工
藤
和
歌
子
／
ひ

ま
わ
り
の
家
＝
柴
田
照
悦

▼
医
療
推
進
課
／
地
域
医
療
班
＝
☆
石
崎

賢
一
（
税
務
課
）
／
国
民
健
康
保
険
合
川

診
療
所
＝
木
村
公
美
／
阿
仁
診
療
所
＝
☆

藤
原
清
子
（
阿
仁
診
療
所
）
・
吉
田
以
真

子
／
米
内
沢
診
療
所
＝
☆
小
嶋
美
喜
子

（
米
内
沢
診
療
所
）
・
☆
渡
辺
比
奈
子

（
高
齢
福
祉
課
）

▼
健
康
推
進
課
／
課
長
＝
斉
藤
彦
志
（
生

涯
学
習
課
長
）
／
健
康
推
進
班
＝
成
田
哉

子
・
春
日
洋
子

■
産
業
部

▼
農
林
課
／
農
業
振
興
班
＝
☆
上
杉
実

（
税
務
課
）
／
林
業
振
興
班
＝
野
呂
雅
弘

▼
商
工
観
光
課
／
商
工
労
働
班
＝
☆
宮
腰

正
樹
（
商
工
観
光
課
）
・
小
笠
原
隆
・
佐

藤
香
奈
子
／
観
光
振
興
班
＝
岸
野
泰
晴
・

髙
橋
晃
・
富
樫
深
雪

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
異
動
件
数
は
２
１
１
人
（
退
職
24
人
、
異
動
１
６
２
人
、
班
名
称
変
更
14
人
、

採
用
11
人
）
で
す
。

　
今
年
度
は
、
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
へ
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
行
財

政
改
革
の
一
環
と
し
て
事
務
事
業
の
見
直
し
や
廃
棄
物
対
策
に
係
る
体
制
の

強
化
、
さ
ら
に
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
や
国
民

文
化
祭
等
の
開
催
を
機
に
当
市
を
全
国
に
発
信
し
誘
客
を
図
る
た
め
の
全
庁

的
取
り
組
み
、
雇
用
対
策
を
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
機
構
改
革
と
し
て
、
総
務
部
総
務
課
総
務
班
と
職
員
班
を
統
合
し
総
務
班
、

財
務
部
税
務
課
市
民
税
班
と
資
産
税
班
を
統
合
し
市
税
班
、
建
設
部
都
市
計

画
課
都
市
計
画
班
と
建
築
住
宅
班
を
統
合
し
都
市
計
画
住
宅
班
に
変
更
し
ま

し
た
。

人
　
事
　
異
　
動

（
）は
異
動
前
の
所
属
。部
長
、課
長
、

班
長
・
主
幹
、
退
職
者
等
を
除
き
、

役
職
と
異
動
前
の
所
属
は
省
略
し

て
い
ま
す
。　

  

☆
は
班
長
・
主
幹

■
建
設
部

▼
都
市
計
画
課
／
課
長
＝
村
上
謙
正
（
都

市
計
画
課
）
／
都
市
計
画
住
宅
班
＝
☆
近

藤
豊
（
上
下
水
道
課
）・
石
上
和
彦
・
三

浦
広
幸
・
石
川
智
也
・
櫻
田
正
明
・
後
藤

政
人

▼
建
設
課
／
課
長
＝
長
崎
幸
雄
（
学
校
教

育
課
）
／
専
門
監
＝
田
森
清
美
（
秋
田
県

人
事
交
流
）／
管
理
班
＝
☆
村
上
洋
一（
生

涯
学
習
課
）・
細
田
仁
／
工
務
班
＝
☆
金

沢
聡
志
（
上
下
水
道
課
）

▼
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
藤
嶋
一
夫
（
建

設
課
長
）
／
業
務
班
＝
☆
高
橋
将
樹
（
税

務
課
）・
松
岡
正
晃
／
水
道
班
＝
☆
柴
田

孝
博
（
上
下
水
道
課
）
／
下
水
道
班
＝
☆

村
田
光
義
（
建
設
課
）・
佐
藤
健

■
会
計

　▼
会
計
課
／
課
長
＝
高
橋
守
（
監
査
委
員

事
務
局
）

■
議
会
事
務
局

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
総
務
課
／
総
務
班
＝
鈴
木
孝
光
／
た
か

の
す
幼
稚
園
＝
藤
島
麻
有
子
／
鷹
巣
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
佐
藤
学

▼
学
校
教
育
課
／
義
務
教
育
班
＝
☆
松
橋

久
司
（
生
活
課
）・
庄
司
美
穂
子
（
秋
田

県
教
育
委
員
会
人
事
交
流
）・
武
石
祐
子

（
秋
田
県
教
育
委
員
会
人
事
交
流
）

▼
生
涯
学
習
課
／
課
長
＝
佐
藤
要
（
会
計

課
長
）／
生
涯
学
習
班
＝
☆
木
村
謙
一（
商

工
観
光
課
）・
三
浦
純
子
／
合
川
公
民
館

＝
片
岡
喜
輝
／
阿
仁
公
民
館
＝
佐
藤
美
穂

／
文
化
会
館
＝
工
藤
知
佳
子

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
班
＝
奥

山
信
仁

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
成
田
則
和

■
監
査
委
員
事
務
局

▼
☆
斎
藤
修
（
高
齢
福
祉
課
）

■
消
防
本
部

消
防
次
長
兼
署
長
＝
高
橋
進
（
消
防
本
部

予
防
課
長
）

▼
総
務
課
／
課
長
＝
佐
藤
一
博（
税
務
課
）

▼
予
防
課
／
課
長
＝
白
沢
満
雄
（
消
防
本

部
予
防
課
）

▼
北
秋
田
消
防
署
／
☆
山
田
昇
（
上
小
阿

仁
分
署
）・
中
嶋
忍
・
長
崎
馨
・
小
坂
友
行
・

田
口
貴
輝
・
金
田
光
明
・
櫻
田
敬
大
・
津

谷
俊

▼
森
吉
分
署
／
千
葉
隆
人
・
佐
藤
嘉
孝
・

井
山
知
也

▼
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
☆
松
橋
正
弘

（
阿
仁
分
署
）
／
小
林
喜
博
・
小
塚
儀
彦
・

佐
藤
洋
平

▼
合
川
分
署
／
五
十
嵐
高
次
・
長
谷
川
裕
也

▼
上
小
阿
仁
分
署
／
成
田
悟
・
長
岐
隆
宏
・

小
林
孝
広
・
近
藤
高
広
・
鈴
木
航

■
総
務
部
付
職
員
・・・〈  

〉
は
派
遣
先

▼
松
尾
英
樹
〈
秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
観
光
振
興
課
〉・
戸
沢
元
継
〈
秋
田

県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
〉・
小
笠
原
啓

仁
〈
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
〉・

北
林
花
子

■
新
規
採
用
職
員
・・・〈  

〉
は
配
属
先

▼
市
長
部
局
／
中
嶋
翔
太
〈
総
合
政
策
課

政
策
班
〉・
森
川
岳
〈
税
務
課
市
税
班
〉・

渡
辺
大
輔〈
税
務
課
収
納
班
〉・
金
田
栄〈
福

祉
課
地
域
福
祉
班
〉・
山
田
千
春
〈
農
林

課
農
業
振
興
班
〉・
石
川
哲
〈
農
林
課
林

業
振
興
班
〉・
杉
渕
拓
弥
〈
上
下
水
道
課

水
道
班
〉

▼
消
防
本
部
（
消
防
吏
員
）
／
中
嶋
健
太

〈
北
秋
田
消
防
署
〉・
神
成
雄
介
〈
阿
仁
分

署
〉・
高
橋
拓
人
〈
合
川
分
署
〉・
津
谷
崇

明
〈
上
小
阿
仁
分
署
〉

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼
中
嶋
正
（
内
陸
線
再
生
支
援
室
長
）・

石
川
悦
子
（
市
民
課
主
幹
）・
畠
山
修
（
合

川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）・
杉
渕
テ
ル

（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
参
事
）・
伊
東

由
美
子
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
前
田

出
張
所
主
幹
）・
近
藤
チ
カ
子
（
森
吉
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
参
事
）・
金
義
孝
（
福

祉
課
長
）・
長
崎
房
子
（
鷹
巣
中
央
保
育

園
主
幹
）・
簾
内
悦
子
（
あ
い
か
わ
保
育

園
主
幹
）・
藤
田
誠
作
（
ひ
ま
わ
り
の
家

主
幹
）・
佐
藤
道
江（
医
療
推
進
課
主
幹
）・

石
川
仁
司
（
都
市
計
画
課
長
）・
吉
田
良

一
（
建
設
課
技
能
員
）・
福
岡
正
治
（
上

下
水
道
課
長
）・
松
岡
晴
樹
（
上
下
水
道

課
主
幹
）・
竹
田
勇
人
（
会
計
管
理
者
）・

鈴
木
美
千
英
（
議
会
事
務
局
長
）・
藤
島

恵
子
（
鷹
巣
南
小
学
校
校
務
員
）・
三
浦

節
子
（
森
吉
中
学
校
校
務
員
）・
石
川
静

子
（
阿
仁
公
民
館
主
幹
）・
杉
渕
敬
輝
（
消

防
長
）・
川
口
正
光
（
消
防
本
部
参
事
）・

越
前
谷
正
光
（
消
防
本
部
主
幹
）・
春
日

広
美
（
消
防
本
部
参
事
）

■
秋
田
県
教
育
委
員
会
帰
化（
３
月
31
日
付
）

▼
山
田
仁
美
（
学
校
教
育
課
副
主
幹
）

◎
部
長
＝
中
川
真
一

（
財
政
課
長
）

◎
会
計
管
理
者
＝
津
谷

憲
司
（
産
業
部
長
）

◎
局
長
＝
土
濃
塚
廣
孝

（
消
防
本
部
総
務
課
長
）

◎
消
防
長
＝
長
岐
順
一

（
消
防
次
長
）
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米内沢・市民病院アクセス線と市民病院への『内陸線』
と『バス』の乗り継ぎは次のとおりです

【行き】市民病院へのバスの乗り継ぎ【行き】市民病院へのバスの乗り継ぎ

【帰り】内陸線へのバスの乗り継ぎ【帰り】内陸線へのバスの乗り継ぎ

阿仁合駅
阿仁前田駅
米内沢駅
合川駅

合川駅前

６:41
６:55
７:10
７:21

７:38

内
陸
線

バ
ス

乗り換え

　合川駅前のバス停から路
線バス「市民病院・イオン
タウン」行き『７:38』に
乗車してください

７:27
８:00
８:13
８:28

８:31

比立内駅
阿仁合駅
阿仁前田駅
米内沢駅

米内沢駅前

内
陸
線

バ
ス

乗り換え

　米内沢駅前のバス停から
路線バス「市民病院」行き
『８:31』に乗車してくださ
い

市民病院
米内沢駅前

米内沢駅
（角館行）

12:55
13:06

内
陸
線

バ
ス

乗り換え

　市民病院から路線バス
「打 当」行 き『12:55』に
乗車し、内陸線「米内沢駅
（角 館 行）」か ら『13:18』
乗車してください

13:18

市民病院
米内沢駅前

米内沢駅
（急行角館行）

13:55
14:06

内
陸
線

バ
ス

乗り換え

　市民病院から路線バス
「森吉庁舎」行き『13:55』
に乗車し、内陸線「米内沢
駅（急 行 角 館 行）」か ら
『14:09』乗車してください

14:09

行き 帰り
森吉庁舎
７:35
８:22
10:22
12:53

米内沢駅
７:44
８:31
10:31
13:02

市民病院
７:55
８:42
10:42
13:13

森吉庁舎
９:15
11:15
12:15
14:15

米内沢駅
９:06
11:06
12:06
14:06

市民病院
８:55
10:55
11:55
13:55

①

① ②

②

運行時刻が変更になりました

※その他のバス停については、最寄りの停留所に掲示の時刻表をご確認ください

健
康 

　
　 

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

申
問

■４月23日（月）全血
 【鷹巣地区】

10:00 ～ 12:00

13:20 ～ 14:20

15:00 ～ 16:30

問 健康推進課健康推進班　☎６２－６６６６

※月曜日から金曜日まで運行します（祝日を除く）
米内沢・市民病院アクセス線〈森吉庁舎～米内沢駅～市民病院〉

『内陸線』と『バス』の乗り継ぎ

問　総合政策課政策班　☎62-6606
　　秋北バス株式会社米内沢営業所　☎72-4551
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平
成
24
年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等

に
お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、

遺
族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
は
次
の
地
域

で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
実
施
地
域
〉

　
旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、北
ボ
ル
ネ
オ
、ト
ラ
ッ

ク
諸
島
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島

　
　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

☎
０
１
８‐

８
６
０‐
１
３
１
９

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所

は
、
河
川
の
監
視
体
制
の
強
化
と
河
川

愛
護
思
想
の
普
及
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
、

平
成
24
年
度
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知

り
得
た
、
米
代
川
に
関
す
る
地
域
住
民
か

ら
の
情
報
提
供
及
び
、
河
川
に
つ
い
て
の

異
常
を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
等

活
動
範
囲　
米
代
川

応
募
資
格　
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河

川
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
員　

２
人

任
期　
平
成
24
年
７
月
１
日
よ
り
１
年
間

報
酬　
月
額
４
０
０
０
円

応
募
期
限　
５
月
10
日（
木
）

応
募
方
法　
官
製
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

〈
記
載
事
項
〉住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
と
よ
く
歩
か
れ
る
米
代
川
の

範
囲
を
記
入
の
上
、応
募
く
だ
さ
い

　
　
　
〒
０
１
６‐
０
８
０
２

能
代
市
鰄
渕
字
一
本
柳
97‐
１

能
代
河
川
国
道
事
務
所　
河
川
管
理
課

☎
０
１
８
５‐70‐
１
２
４
６

０
１
８
５‐70‐
１
１
２
６

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

　
買
取
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
24
年
７
月
か
ら
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　
主
に
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
の
恵
み
を
活
か

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　
固
定
価
格
買
取
制
度
と
は

　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
会
社
が
一

定
期
間
、
一
定
価
格
で
買
い
取
り
、
そ

の
費
用
を
電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て
電

気
を
ご
利
用
の
皆
様
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
資
源
の
少
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
進
め
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
本
制
度
へ

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

☎
０
３‐
３
５
０
１‐
２
３
４
２

お
知
ら
せ

　　高齢福祉課 地域包括支援センター　☎69-7061問

介護予防事業【基本チェックリスト】
65歳以上で対象の方に個別送付します

　市では、市民の皆さまがいつまでも健康で元気に生
活していただけるように、介護予防事業に取り組んで
います。昨年同様、要介護認定者を除く65歳以上の方
に対し、介護予防のための「基本チェックリスト」を個
別送付します。
　この「基本チェックリスト」は、回答することで自身
の身体の状態を把握できるほか、今後の介護予防にも
役立てることができます。ご協力をお願いします。
■対 象 者　要介護認定者を除く65歳以上の市民
　　　　　　　　　　　　（平成24年３月31日基準）
■送付時期　森吉地区＝４月下旬
　　　　　　阿仁地区＝５月中旬
　　　　　　合川地区＝６月下旬
　　　　　　鷹巣地区＝７月上旬
※「基本チェックリスト」は厚生労働省地域支援事業
実施要綱に基づくものです

送付から返信、および全体の流れ送付から返信、および全体の流れ
市から
「基本チェック
リスト」を送付

27項目の質問に
「はい」「いいえ」
で回答

同封の封筒で
市へ返信

市から
アドバイス票、
教室紹介、パン
フレットを送付

「健幸づくりシ
ニア」に該当し
た方で教室参加
希望の方には職
員が訪問します

介護予防教室参加 健幸シニアへ
けんこう

　市では、基本チェッ
クリストで生活機能低
下のあった方を「健幸
づくりシニア」として、
健康づくり、幸せづく
りで元気な方を増やす
ことを目的に介護予防
教室にお誘いします

けんこう けんこう

　これまでの高額療養費制度では、高額な外来診療
を受けたとき、一旦その額をお支払いいただいてい
ましたが、平成24年4月1日から限度額を超える分を
窓口で支払う必要がなくなります。
※ただし、複数の医療機関を受診し、限度額を超え
た場合は、従来どおりとなります

問　　市民課国保年金班　☎62-1118

　次に該当する方は、事前に市役所・各総合窓口セ
ンターでの手続きが必要です。
手続に必要なもの　保険証、印鑑

○国民健康保険…70歳未満の方
　「限度額適用認定証」又は「限度額適用・標準負
担額減額認定証」の交付申請が必要です

○国民健康保険…加入者全員が住民税非課税の方
○後期高齢者医療…世帯全員が住民税非課税の方
　「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申
請が必要です

　病院・薬局の窓口でお支払いの際に、交付された
「限度額適用認定証」又は「限度額適用・標準負担
額減額認定証」を提示してください。

～高額な外来診療を受ける皆さまへ～

医療機関等の窓口での支払いが
一定の金額にとどめられます

　なお、上記に該当しない70歳以上の方につきまし
ては、事前に必要な手続きはありません。病院・薬局
の窓口でお支払いの際に「高齢受給者証」又は「後
期高齢者医療被保険者証」を提示してください。

平成24年度から後期高齢者医療の
保険料率が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごと
に改定されることになっており、平成24年度か
ら保険料率が変更されます。所得が一定以下の
世帯の方に適用される保険料の軽減措置につい
ては、平成23年度と同じ割合で継続されます。
改定後の保険料率に基づく保険料額は、平成24
年７月中旬頃皆さまに通知する予定です。

均等割額…県内の加入者全員に等しく納めていた
だく金額です
所得割額…加入者本人の所得に応じて納めていた
だく金額です

後期高齢者医療保険料の内訳

保険料額＝均等割額＋所得割額
※所得割額＝所得×所得割率

均等割額…39,710円
所得割率…8.07％

平成24年度から

問　　市民課国保年金班　☎62-1118

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

期
間　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
所　
税
務
課
、各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及
び
納

税
管
理
人
、
又
は
そ
の
代
理
人

必
要
な
物　

印
鑑
、本
人
確
認
書
類
、委

任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

　
　
税
務
課
市
税
班　

☎
62
‐
1
1
1
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
で
の

　
心
の
健
康
相
談
に
つ
い
て

　
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
で
、
次
の
よ

う
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

○
会
社
を
辞
め
て
挫
折
感
を
感
じ
る

○
面
接
な
ど
の
対
人
関
係
が
不
安

○
職
場
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
等

期
日　
毎
月
第
3
金
曜
日　

時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

費
用　
無
料

相
談
担
当　
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

申
し
込
み　
来
所
又
は
電
話

※
原
則
予
約
制
で
す
。
相
談
者
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

☎
０
１
８
６‐42‐
２
５
３
１

　
夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
（
10
事
業
）
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

対
象　
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

派
遣
先　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

参
加
費　
21
万
８
千
円
〜
54
万
５
千
円

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３‐
６
４
５
９‐
４
６
６
１

問

問

問問

問
申
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お
知
ら
せ

　平成23年４月の森林法改正により、平成24年
４月以降、森林の土地の所有者となった方は市町
村長への事後届出が義務付けられました。
■届出対象者
　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林
の土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届
出をしなければなりません。ただし、国土利用計
画法に基づく土地売買契約の届出を提出している
方は対象外です。
■届出期間
　土地の所有者となった日から90日以内に、取得し
た土地のある市町村の長に届出をしてください。
■届出事項
　届出書には、届出者と前所有者の住所氏名、所
有者となった年月日、所有権移転の原因、土地の
所在場所・面積とともに、土地の用途等を記載し
ます。　添付書類として、登記事項証明書（写し
も可）又は土地売買契約書など権利を取得したこ
とが分かる書類の写し、土地の位置を示す図面が
必要です。
※詳しくはお問い合わせください

森林の所有者届出制度が
４月からスタートします

問　　農林課林業振興班　☎72-5241
　　北秋田地域振興局森づくり推進課　☎62-1445

　今年２月、内陸線の踏切以外の場所で線路内に
立ち入られた方が、列車にひかれてお亡くなりに
なるという、いたましい事故が発生しました。
　鉄道敷地内及び線路内に立ち入ることは固く禁
止されています。大変危険ですので線路付近へは
近づかないよう、皆さまのご理解ご協力をお願い
します。

問　　秋田内陸縦貫鉄道㈱　☎82-3231

　
平
成
24
年
度
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付

　
市
で
は
高
齢
者
世
帯
、障
が
い
者
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
等
が
住
宅
の
増
改
築
を

行
う
際
、
自
力
で
の
整
備
が
困
難
な
世

帯
に
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
条
件
】

▽
高
齢
者
世
帯
…
60
歳
以
上
の
方
と
同

居
し
、
そ
の
た
め
の
居
宅
等
の
整
備

▽
障
が
い
者
世
帯
…
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
４
級
及
び
療
育
手
帳
Ａ
に
該
当

す
る
方
の
居
宅
等
の
整
備

▽
ひ
と
り
親
世
帯
…
ひ
と
り
親
世
帯
の

居
宅
等
の
整
備

申
込
期
限　

10
月
31
日（
水
）※
ひ
と
り

親
世
帯
は
年
中
申
込
み
で
き
ま
す

貸
付
金
額　
１
５
０
万
円
以
内

【
お
問
い
合
わ
せ
】　　

▽
高
齢
者
世
帯
…
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
班　
☎
62‐６
６
３
９

▽
障
が
い
者
世
帯
…
福
祉
課
障
が
い
福

祉
班　
☎
62‐６
６
３
７

▽
ひ
と
り
親
世
帯
…
福
祉
課
こ
ど
も
福

祉
班　
☎
62‐６
６
３
８

　
３
月
に
飛
行
機
を
利
用
さ
れ
た
方
へ

　
大
館
能
代
空
港
便
運
賃
助
成
金
の
事

業
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、４
月
13
日

（
金
）ま
で
に
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進

北
秋
田
市
協
議
会
（
北
秋
田
市
商
工
会

内
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
班

☎
72‐５
２
４
３

　

野
鳥
へ
の
餌
付
け
自
粛
に
つ
い
て

　
現
在
、北
秋
田
市
で
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
等
、

野
鳥
類
の
渡
来
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

群
れ
の
中
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

防
止
や
地
域
へ
の
ウ
イ
ル
ス
拡
散
防
止

等
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
野

鳥
へ
の
餌
付
け
を
自
粛
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
農
林
課
林
業
振
興
班　☎

72‐５
２
４
１

　

秋
田
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

　

タ
ー
の
相
談
受
付
体
制
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
秋
田
自
動
車
保

険
請
求
セ
ン
タ
ー
は
「
そ
ん
ぽ
Ａ
Ｄ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
東
北
」
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
４

月
以
降
の
秋
田
県
で
の
相
談
体
制
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

電
話
相
談　
随
時
受
付

面
談
相
談　
毎
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時

弁
護
士
相
談　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

相
談
場
所　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
本
館
９
階　
第
一
会
議
室

※
面
談
相
談
及
び
弁
護
士
相
談
は
事
前

に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。ま
た
、

平
成
24
年
４
月
は
両
相
談
と
も
準
備
の

都
合
上
、
行
い
ま
せ
ん

　
　
そ
ん
ぽ
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
東
北

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
‐
０
２
２
８
０
８

Ｉ
Ｐ
／
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話　

０
２
２‐７
４
５‐
１
１
７
１　「おもてナビ」は、街歩きガイドをしてくれる

スマートフォン・アプリケーションで、秋田市で
も昨年４月から運用されています。
　鷹巣、合川、米内沢、阿仁前田、阿仁合、笑内、
比立内、阿仁マタギの各駅から、オススメの観光
ルートを選べば、画面にルートや行き先が表示さ
れます。
　ルート以外の観光スポットや休憩・トイレス
ポットなども一目瞭然です。ぜひ一度、お試しく
ださい。
○対応機種：Android OS Ｖer.2.1 ～ 2.3を搭載
するスマートフォン

秋田内陸線の駅から、街歩きをご案内！

スマートフォンをお持ちの方へ

内陸線からのお願い内陸線からのお願い

米内沢診療所
患者送迎バス運行の変更について

　１．米内沢駅　火曜日９時台を増便
　２．本城町屋線　水・木曜日を新設
　３．増沢・上小阿仁・杉山田・合川線　廃止
　※前田線　従来どおり

　新診療所の５月７日開所に合わせ、患者送迎バス
の運行を変更いたします。

出発地
阿仁前田
米内沢駅
米内沢駅
米内沢駅

（日栄・長野岱経由）
米内沢駅
本城町屋

月
○
○
○

時刻
８:12
８:45
９:28

○

○○
○○

○

火
○
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○
○

９:30

９:55
９:45

備考

変更（増）

変更（増）
新設

目的地
阿仁前田
米内沢駅
米内沢駅
米内沢駅
米内沢駅
米内沢駅
米内沢駅

（日栄・長野岱経由）
本城町屋

月
○
○
○
○
○
○

時刻
13:30
９:18
９:45
10:35
11:05
12:00

○

火
○
○
○
○
○
○

水
○

○
○
○

木
○

○
○
○

金
○
○
○
○
○
○

12:00

12:15

備考

変更（増）
変更（増）

新設

　
新設○○

主
な
変
更

　北秋田市では、市内の身近な生活環境等の放
射線量を把握し、市民の安全・安心を確保する
ため放射線量測定器による調査を１月26日か
ら始めました。いまのところ、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されていません。
■空間線量調査結果

市役所本庁舎前
　〃　合川庁舎前
　〃　合川庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
ｸﾘｰﾝﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

２月23日
0.06
0.05
0.05
0.05
0.06
0.03
0.05

３月１日
0.05
0.03
0.04
0.05
-
-
-

３月８日
0.05
0.03
0.04
0.04
0.06
0.02
0.04

３月15日
0.05
0.03
0.04
0.05
-
-
-

観測地点 測定日及び結果（単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時）

※表記の数値は地上高１mの測定値
※秋田県の通常レベルは0.022 ～ 0.086ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時
問　　生活課環境班　☎62-1110

問

問問

迎　
え

送　
　
り

問　　米内沢診療所　☎72-4501

　　介護予防拠点施設げんきワールド　☎60-1335

　「ゆうゆう」講座　合川・森吉・阿仁会場
時間　13：00～15：00
会場　（合川会場）合川保健センター
　　　（森吉会場）森吉コミュニティセンター
　　　（阿仁会場）阿仁ふるさと文化センター
申し込み　４月20日（金）まで
期日・内容
５/８（火） 合川
５/15（火） 森吉
５/29（火） 阿仁

開講式「健康で快適な生活を続ける
ために」健康の秘訣・介護予防と講座
の内容・くらしの健康コーナーなど

６/12（火） 森吉
６/19（火） 合川
６/26（火） 阿仁

「血圧管理で健康を維持しましょう」
血圧測定・家庭血圧・運動・減塩・自己
管理・くらしの健康コーナーなど

　上記のほか、10月まで毎月１回の講座を予定して
います。詳しくはお問い合わせください。
問

北秋田市環境放射線量測定結果 ５月からのげんきワールド
介護予防支援講座の参加者を募集します

「おもてナビ」サービス開始
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①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2
　簡易耐火２階建２ＤＫ　月額　9,400円～12,100円
　トイレ:汲取　給湯:無　浴室:浴槽無
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89-1★
　木造平屋１戸建３ＤＫ　月額　9,600円～16,900円
　トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
③田の沢団地･･･川井字鳥屋沢40-25
　木造平屋長屋建２ＬＤＫ　月額　21,100円～41,500円
　トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ユニットバス　共益費:400円
④上野団地･･･米内沢字桐木岱311-1
　木造平屋長屋建１ＬＤＫ　月額　10,500円～20,700円
　トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
⑤東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1
　簡易耐火２階建２ＤＫ　月額　10,500円～20,700円
　トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽無
⑥三両団地･･･阿仁水無字寺後1-5★
　木造平屋１戸建３ＤＫ　月額　10,500円～20,600円
　トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
⑦上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★
　木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額　16,400円～32,300円
　トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
⑧上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★
　木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額　42,000円～73,000円
　トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
⑨サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
　鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ
　月額　43,100円　共益費　800円
　駐車場使用料　3,000円（希望者）　〔募集戸数〕各階１戸
　トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有
※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・公租公課を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　４月２日（月）～１１日（水）土日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総合窓口
センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】
日時　日時　４月６日（金）又は９日（月）
　　▽森吉地区　 9:00～　▽阿仁地区　11:00～　
　　▽鷹巣地区　13:30～　▽合川地区　15:30～
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いただ
き、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

問 都市計画課都市計画住宅班　☎72-5246

平成24年 春の火災予防運動平成24年 春の火災予防運動

問　　消防本部　☎62-1119

期間　４月１日（日）～４月７日（土）
統一標語「消したはず 決めつけないで もう一度」
　消防本部、消防団、婦人消防隊では、火災
予防運動期間中に火災予防啓発活動の一環と
して次の行事を行います。
▽４月１日　各地区消防団による一斉放水訓練
　鷹巣地区～中央公園堤防（7:00～）
　森吉地区～市日通り河川敷（7:00～）
　阿仁地区～湯口内地区（8:45～）
　合川地区～上杉農村運動広場（8:30～）
▽各地区消防団によるチラシ配布
▽ショッピングセンターの火災予防広報
▽４月１日～４月７日　保育園ぬりえ展示
（阿仁合駅、比立内駅）
※期間中は７時と21時（森吉は20時）に防火
サイレンの吹鳴及び消防車両による巡回広報
を行います
「設置しましょう！住宅用火災警報器」

　住宅用火災警報器は、平成23年６月１日か
ら設置が義務化になりました。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

補助事業申請フロー

４
．
補
助
金
額

▽
工
事
費
の
10
分
の
１
の
金
額

（
た
だ
し
20
万
円
を
限
度
と
す
る
）

５
．
申
請
受
付

▽
受
付
開
始　
平
成
24
年
４
月
１
日

▽
申
請
場
所　
都
市
計
画
課
（
森
吉
庁

舎
）、
生
活
課
（
本
庁
舎
）
合
川
及
び

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
申
請
方
法　
工
事
着
手
前
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
工
事
契
約
書
又
は
請
書
の
写
し

・
内
訳
明
細
書
又
は
見
積
書
の
写
し

・
工
事
着
工
前
の
写
真

　
（
施
工
箇
所
が
は
っ
き
り
判
る
写
真
）

・
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
書
類

◎
あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

の
申
請
も
取
り
次
ぎ
ま
す
。

※

補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
同
一
年
度

内
に
一
回
限
り
で
す
。
前
年
度
ま
で
に

本
事
業
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
補
助
を

受
け
た
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
個
所
・
工

事
内
容
と
異
な
る
工
事
は
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
先
に
受
け
た
補
助
金
と
合
わ

せ
て
20
万
円
ま
で
を
限
度
と
し
ま
す

１
．
対
象
と
な
る
方

▽
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▽
申
請
者
及
び
工
事
す
る
住
宅
に
住
む
親

族
が
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

２
．
対
象
と
な
る
住
宅

▽
市
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
別
荘
等

を
除
く
）

▽
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
又
は
賃
貸
す
る

予
定
の
住
宅
で
な
い
こ
と

▽
申
請
者
若
し
く
は
親
又
は
子
が
所
有

し
、
か
つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

３
．
対
象
と
な
る
工
事

▽
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
平
成
25
年
３
月
29
日
ま
で
に
完
了
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と

▽
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
住
民

登
録
し
て
い
る
個
人
が
工
事
す
る
こ
と

（
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）

・
公
共
工
事
の
施
行
に
伴
う
補
償
費
の

対
象
と
な
る
工
事
費
用

・
門
や
塀
な
ど
の
外
構
工
事
費
用

・
重
複
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
他

の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
工
事
の
費
用

・
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
が
適
当
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
の
費
用

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

　
県
で
は
住
宅
を
建
設
又
は
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、工
事
費
な
ど

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
助
成
制
度
】

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
普
及

支
援
事
業

③
家
庭
用
高
効
率
給
湯
器
等
買
換
支
援

事
業

④「
秋
田
ス
ギ
の
家
」普
及
促
進
事
業

　
対
象
者
及
び
対
象
住
宅
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
63‐
２
５
６
１

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
係
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

１
．
対
象
と
な
る
住
宅

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
戸
建
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場
合
、

住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

２
．
対
象
と
な
る
方

▽
市
内
の
耐
震
診
断
士
と
耐
震
診
断
の

契
約
を
す
る
方

▽
市
内
に
診
断
対
象
住
宅
を
所
有
（
共
有

を
含
む
）
す
る
個
人
の
方

▽
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

３
．
補
助
金
額

診
断
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
の
金
額

た
だ
し
、
３
万
円
を
限
度
と
す
る

４
．
申
請
受
付

○
受
付
期
間　

平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
25
年
２
月
末

○
申
請
場
所　
都
市
計
画
課
（
森
吉
）、

生
活
課
（
鷹
巣
）、
合
川
及
び
阿
仁
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー

○
申
請
方
法　
耐
震
診
断
の
契
約
を
行

う
前
に
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
の
付
近
見
取
り
図

・
住
宅
の
建
築
時
期
及
び
所
有
者
が
確

認
で
き
る
書
類

・
耐
震
診
断
費
用
の
見
積
書
の
写
し

・
住
宅
に
借
家
人
が
住
ん
で
い
る
場
合

は
、
耐
震
診
断
の
実
施
に
係
る
同
意
書

　
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
班

☎
72‐
５
２
４
６

木
造
住
宅
耐
震
補
助
事
業

お
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
班　
☎
72‐
５
２
４
６

問

問

①補助金交付申請

②工事完了報告
補助金の確定通知

工事内容等審査

工事内容等現地確認

③補助金請求
補助金の交付

申請者 北秋田市

交付決定通知工事着手

工事完了
●経済センサス－活動調
査は全ての企業・事業所
を対象に全産業分野の経
済活動を同一時点で網羅
的に把握する我が国唯一
の調査です。
●調査の結果は、国の各種行政施策をはじ
め、地域の産業振興や商店街の活性化など
の地域行政のための基礎資料として利活用
されます。
●記入していただいた調査票は厳重に保管
し、集計が完了した後には完全に溶かし、
再生紙として生まれ変わります。

平成24年経済センサス―活動調査
ご回答、ありがとうございました

問　　総合政策課政策班　☎62-6606

　まだ回答がお済みでない場合は、お早目
の回答をお願いします。

（２階以外）
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入
札
結
果
の
公
表
《
２
月
》

　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
河
川
維
持
工
事（
準
用
河
川　
雪
田
沢

川
）／
5
9
1
万
6
7
5
0
円
／
㈲
工
藤

設
備
工
業
所
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
３

工
区
）／
6
2
2
万
6
5
0
0
円
／
㈲
千

葉
建
設
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
21
工

区
）／
5
9
2
万
6
2
0
0
円
／
㈲
ビ
ル

ド
・
ミ
ヤ
ノ
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
２

工
区
）／
1
2
4
7
万
4
0
0
0
円
／
㈱

大
川
建
設
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
11
工

区
）／
7
6
9
万
6
5
0
0
円
／
㈲
長
岐

建
設
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
16
工
区
）

／
9
5
5
万
5
0
0
0
円
／
か
つ
ら
造

園
建
設
㈱
▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
25
工

区
）／
1
0
8
1
万
5
0
0
0
円
／
㈲
松

尾
土
木

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
ざ
い
ま
す

木
村
う
ら
ら

佐

藤
　
陸

伊

藤

楓

真

澤

藤
　
悠

一

関

美

海

福

田

真

帆

新

林

煌

叶

成
田
こ
こ
ろ

柴

田

凌

吾

新

田

中

堂

ヶ

岱

高
野
尻
団
地

木

戸

石

合

川

鎌

沢

中

道

岱

米
内
沢
駅
前

本
城
御
嶽

長
女

長
男

二
男

長
男

長
女

長
女

長
男

二
女

長
男

健
司

正
太

要
平

三
千
男

利
仁

真
人覚貴

大
伸
吾

舞
子

聖
子

麻
里
子

和
子

人
美幸麻

里
陽
子

さ
や
か

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん （（（（（（（（（

）））））））））

慶
弔
だ
よ
り
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
届
出
分

(

　
歳)

(

　
歳)

(
　
歳)

(
　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(
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(
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(
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(
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(
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(
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(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

吉

田

昭

一

成

田

ノ

ブ

岩

谷
　
實

三

澤

新

藏

藤

島
　
久

清
水
ノ
リ
子

小
笠
原
洋
一

成

田

ソ

ノ

永
井
ト
ミ
ヱ

佐
藤
カ
ツ
ヱ

千

葉

助

治

工

藤

政

雄

岩
本
二
三
男

畠

山

キ

ヨ

長

岐

養

子

小

坂

和

子

板

垣

吉

郎

成

田

貞

雄

成

田

喜

好

宮

野

昭

雄

成

田

倉

藏

相

馬

歌

子

畠

山

繁

雄

浅

村

武

男

木

村

宮

子

永
坂
て
る
子

関

ツ

ヱ

澤
藤
勇
太
郎

米

倉

キ

ヱ

三

浦

キ

ヨ

阿
部
チ
ヨ
ミ

三

浦

久

子

松

岡

ヒ

デ

平

川

博

一

五
十
嵐
　
久

森
川
ヤ
ヘ
ノ

北

林

ス

ミ

秋

元

宏

美

　
松
德
三
郎

土

佐

義

隆

春
日
ウ
メ
子

播

磨

兵

藏

嘉
成
千
代
治

鈴
木
鐵
之
助

涌

坪

兼

松

藤

田

ス

ヱ

若

松

サ

ワ

高

田

浩

三

森

川

ミ

ワ

佐
々
木
タ
マ
ヱ

佐
藤
ツ
ル
ヱ

大
野
ナ
ミ
ヱ

辻
　
良

雄

加
賀
谷
　
廣

髙
堰
フ
ミ
ヱ

渡

辺
　
章

鈴

木

茂

美

鈴

木

ア

ヱ

佐
藤
千
代
美

住
吉
町

今

泉

栄
摩
当

大

堤

松
葉
町

下
家
下

綴
子
大
畑

今

泉

坊
沢
羽
立

根
木
屋
敷

中
屋
敷

住
吉
町

岩

脇

高
村
岱

本

郷

南
鷹
巣

太

田

今

泉

舟
見
町

綴
子
下
町

鷹
巣
大
町

鷹
巣
大
町

七
日
市
大
畑

向
黒
沢

宮
前
町

道

城

上

杉

木
戸
石

上

杉

三
木
田

桃

栄

三
木
田

三

里

合
川
李
岱

米
内
沢
駅
前

新
屋
布

米
内
沢
駅
前

本
城
上

五
味
堀

堺

田

五
味
堀

米
内
沢
駅
前

新

町

米
内
沢
大
町

桂

坂

大

沢

通
り
町

新

町

小

又

阿
仁
荒
瀬

阿
仁
水
無

阿
仁
小
渕

阿
仁
水
無

阿
仁
銀
山

阿
仁
戸
鳥
内

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
戸
鳥
内

819475795278739596768374849574728082827178628679775683859987

9486907591889058956174839083889884749777959087928469777783

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

電話番号
62－1101
62－7001
62－1155
62－1400
62－2261
63－2700
60－1055
63－0515
69－7311
62－1146
72－4501
69－5300
62－7001
62－2882
63－0105
62－1101
82－2351
78－3161
62－7001
63－0515
62－1155
62－2261
63－2700
60－1055
62－1400
69－7311
63－0105
62－1146
62－2882
78－3161

医 療 機 関 名
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
うえだクリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
阿 仁 診 療 所
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
うえだクリニック
石川耳鼻咽喉科医院
児玉内科クリニック
佐々木産婦人科医院
奈 良 医 院
藤 原 医 院
国民健康保険合川診療所

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 18：３０～２１：００）

お
知
ら
せ

北秋田市民病院　☎62-7001
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４
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

両
館
と
も（
４
、11
、15
、18
、25
、29
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78‐

４
０
２
５

（
５
、
12
、
19
、
26
日
）

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

４
月
か
ら
一
時
閉
館
し
ま
す
。

人口と世帯数

※２月29日現在住民基本台帳による

総人口　36,456人（59人減）
　男　　17,071人（30人減）
　女　　19,385人（29人減）
出　生　12人　転　入　22人
死　亡　54人　転　出　39人
世帯数  14,460世帯（14世帯減）

前月比

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費　
５
万
４
０
０
８
円（
８
件
）

▽
会　
費　
６
万
７
５
２
８
円（
13
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
　
　
　
０
円（
０
件
）

▽
合　
計　
12
万
１
５
３
６
円（
21
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

（

電子カルテとは
　患者の様態や治療過程を記す紙カルテを医師の手書きから
電子化されたものです。
メリットは
　診療の情報を異なるすべての部門で共有することで、患者
の状態を連動して確認することができ、診療科での薬の重複
投与なども防ぐことができます。
　また、会計データの転送が直ちに行われ、診察が終了した
のに会計でしばらく待たされるといったストレスの減少が期
待できます。

北秋田市民病院からのお知らせ北秋田市民病院からのお知らせ北秋田市民病院からのお知らせ北秋田市民病院からのお知らせ
平成24年４月２日より電子カルテシステムを導入します。平成24年４月２日より電子カルテシステムを導入します。

ご利用の皆様にお願い
　開始当初は診療及び会計までの待ち時間が長くなる場合が
あります。多大なご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協
力をお願いします。

の納期限税 ５月１日まで■軽 自 動 車 税

北秋田市民病院
◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診

☎62-7001

休診日

休診日

（

休診日

午後休診

休診日

　皮膚科＝４月13日（金）
　　耳鼻咽喉科＝４月16日（月）
　耳鼻咽喉科＝４月18日（水）
　心臓血管外科＝４月19日（木）
　循環器内科＝４月19日（木）

問
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【お問い合せ・お申し込み先】
商工観光課観光振興班　☎72-5243　　72-3226

◎お問い合わせ・お申し込み先
　商工観光課観光振興班　☎72-5243　　72-3226
　Ｅメール　kankou@city.kitaakita.akita.jp

森吉山山開き

　全市一斉（阿仁地区を除く）春のクリーンアッ
プを実施しますので、美しく住みよい街づくりの
ため、市民総参加による環境美化運動にご協力を
お願いします。
　なお、秋田県では、今月を「あきた・クリーン
強調月間」としてクリーンアップを呼びかけてい
ます。

※実施日、時間は地区により異なる場合があるので

事前に地区の自治会長・町内会長にご確認ください

◆実施場所　各地域の道路、河川敷、公園、
墓地、公共広場等

４月15日（日）

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

◆時間　早朝１時間程度

森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場森吉山阿仁スキー場

【お問い合わせ】森吉山阿仁スキー場　☎82-3311

第１回
「ＢＭ１-グランプリ」開催
第１回
「ＢＭ１-グランプリ」開催
第１回
「ＢＭ１-グランプリ」開催

◎お問い合わせ　生活課環境班　☎62-1110
　　　　　　　　又は各地区総合窓口センター

◆申込み
　４月20日（金）までに、
「住所」、「氏名」、「年齢」、「電話番号」を下記の申込
み先までお知らせください
◆お知らせ
・こめつが山荘前駐車場は狭いため、車は旧森吉ス
キー場へお願いします
・雨天中止（小雨決行）　※当日現地で決定します

※昼食、飲み物、雨具等
　は各自準備ください

集  合  ８時30分～こめつが山荘
５月３日（木）憲法記念日
参加無料

ゴールデンウィーク

春山営業

営業期間 ４月28日（土）～５月６日（日）

○スキー・スノーボードのレンタルを利用できます
○阿仁スキー場シーズン券および2012シーズンの前売
リフト券も使用できます
○積雪・天候の状況により営業時間・内容が変更になる
場合があります
○春山登山にもご利用ください

ゴンドラリフト料金
１日券

往復券

おとな　2,600円
こども・シニア　1,800円
おとな　1,600円　こども　850円

期日　４月21日（土）午前11時～
場所　クウィンス森吉
主催　森吉山麓村興し会
協賛・後援　北秋田市、マタギの里観光開発㈱
申込期限　４月13日（金）まで

　北秋田市のＢ級グルメであるバター餅（ＢＭ）の
品評会を開催します。
　自慢のバター餅を披露してみませんか。たくさん
のご参加をお待ちします。

参加者大募集！

滑走可能コース　サンシャインコース滑走可能コース　サンシャインコース

編
集・発
行
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